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1 目に見える「一歩」の始まりへ

富岡町
復興・再生のあゆみ

４月  １日「災害に係る住家の被害認定
基準運用指針」運用緩和
消費税が８％に
県、復興公営住宅入居者募
集開始

２日 東京電力に対し町から賠償
問題など３項目を要望

11日 有害狩猟鳥獣捕獲隊に委託状
12日 広野町で「富岡町復興への集

い2014」開催

17日 •�さくらサミット加盟自治
体間の災害時相互応援協
定締結

•�「シャープ富岡太陽光発電
事業」の基本協定調印式

20日 富岡町消防団春季検閲を開催
22日 富岡町都市計画審議会開催
24日 町民と行政をつなぐ行政区

長会を開催
５月 15日「ふるさと生産組合（渡邉康

男組合長）」が、同地区の水
田で米の実証栽培による田
植えを行った

６月 毛萱地区に仮設焼却施設建設着工
30日 双葉地方町村会といわき市

が、合同で首相官邸を訪れ、
浜通り地方における医療体
制の充実や宅地問題などに
ついての要望書を提出

７月 富岡町歴史・文化等保存プロジェ
クトチームによる民間所有文化財
救出開始
31日 県教委、県内小中高生平成

25年度の体力・運動能力調
査結果公表。大半の学年で
低下が進行

８月 １日 富岡高校バドミントン部が
全国高校総体で史上初の男
女団体アベック優勝に輝く

町内44か所の防犯カメラ運
用開始

７日「富岡町子ども友情の集い」
を開催（ビッグパレットふく
しま）

８日「特定廃棄物の埋立処分事業計
画」に関する住民説明会を開催
（８月14日、県内他６か所）

９日 第一回富岡町災害復興計画
（第二次）検討委員会

　「東日本大震災の発災から３年が
過ぎました。福島県においては、今
なお約13万５千人の方々が避難され
ており、本町にあっては、町民が全
国47都道府県での避難生活を強いら
れております。改めてこの長い避難
生活の中で、様々なご苦労をされて
いる町民の皆さまに心よりお見舞い
を申し上げます。
　さて、昨年３月25日に警戒区域の
解除と避難指示区域の見直しが行わ
れましたが、その後も除染やインフ
ラの復旧が遅々として進まない状況
が続いておりました。しかし、見直
しから１年を迎え、わずかながらも
復興・復旧へ向けた足音が聞こえ始
めました。

　今年早々には、富岡川以南より本
格除染が開始され、さらに上下水道
につきましても、最も早い地区で今
年10月までの復旧完了を目指し工事
が進められております。また、今年
２月には常磐自動車道広野IC−常
磐富岡IC間が３年ぶりに再開通い
たしました。これに併せて、町内約
40か所の防犯カメラ設置など、町民
の皆さまの安全・安心と利便性向上
に向けた準備も現在進めております。
これらは、故郷の本格復旧に向けた
着実かつ大きな第一歩であると言え
ます。
　しかしその一方で、東京電力福島
第一原子力発電所では汚染水の流出
などトラブルが相次ぎ、事故の収束

全町避難４年目 ─ 「復興・再生」への胎動

　すぐに戻れるものと家を出て、町を離れてから、あっという間に３年が
過ぎた。この間、町民はそれぞれの避難の道筋をたどりながら必死に明日
を模索し続けていた。避難生活はやや落ち着いてきたかの外観を呈したが、
その内実は、それぞれが抱える千差万別の混乱と困難の中、生活の再建を
自問自答し、置かれた状況の中でのさまざまな苦悩とたたかっていた。また、
そのいたたまれなさから、思いを定め動き始めていた。
　原発事故現場・放射能汚染の状況は、前年の台風などともからんで汚染
水の流失が深刻となるなど「収束・安全」を言うにはほど遠く、帰還への大
前提となる町内の本格除染も、この年１月に着手されたばかりだった。
　こうした中、健気というべき子どもたちの姿が避難生活を耐える町民を
元気づけた。とりわけ富岡高校バドミントン部の活躍は、東日本大震災被
災の混乱のただ中の仙台から世界へと躍り出て活躍したフィギュアスケー
ター・羽生結弦選手の活躍（ロシアで開催されたソチ冬季オリンピックで金
メダル=2014年２月14日）とあいまって、富岡町の被災者らの心を鼓舞し、
励まし、ふるさと「富岡」への思いを繋ぎ、支え続けた。

平成26年度　2014.4.1-2015.3.31

町内約40か所に設置された防犯カメラ

2015年２月撮影

防犯カメラ運用開始のスイッチを押す宮本町長
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には程遠い状況にあります。また、
国においては、これまでの帰還政策
から移住政策というものを掲げ、原
子力損害賠償紛争審査会では、帰還
困難区域に対する精神的損害や住宅
等の確保等についての追加賠償方針
を示したものの、他の二区域との賠
償格差など、地域や住民の分断が危
惧される新たな問題が生じておりま
す。」

　前年７月に実施された富岡町長選
挙で新たに復興の歩みを担うことと
なった宮本皓一町長は、東日本大震
災・原発事故避難から４年目を迎え
るに際しての挨拶で現状をこう振
り返った（広報とみおか 2014年４月
号）。そして移住か帰還かの二者択
一を迫る国の帰還政策に対して、そ
の判断は時期尚早として「二者択一
を迫るばかりでなく〈長期退避・将
来帰還〉という選択肢を設け、町民
は帰還できるようになるまで避難先
に滞在し、故郷の復興・復旧にも関
わりながら安心して生活できるよう
法制度や施策を見直し、必要であれ
ば新たに創設すること」と、国と世
論に訴えていく、と決意を表明した。
　これは、町長就任直後に実施さ
れた「富岡町住民意向調査（復興庁・
県・町）」「富岡町子どもアンケート」、
年が明けて県内外の避難先各地７会
場で13回開催した「町政懇談会」を通

じて避難町民個々の実態実情に接し、
そのさまざまな声に耳を傾けること
を重ねる中からつかみ取られた実感
であり、やがて確信となった思い
だった。目下、復興とは、まだまだ

「町に何人帰るか」というような数の
問題など語れる段階ではなく、３・
11まで住んでいた場所に町民が安心
して戻れるような状況をいかにつく
るかだ。それまでは〈長期退避・将
来帰還〉という「新たな選択肢」がど
うしても必要であり、町の復興の見
通しを開いていくための重要な前提
となる、との認識だった。

　町民の生活再建にとって大きな鍵
を握る損害賠償は、2013年12月26日
に「中間指針第４次追補（避難指示の
長期化等に係る損害について）」が発
表されたことで、一気に動き始めた。
避難町民の生活再建のための賠償内
容が、ようやく実態を反映したもの
となったからだ。町民それぞれが具
体的な手がかりをつかみ、先への見

通しをつけはじめる大きなきっかけ
となるものだった。しかし、精神的
損害で大熊町・双葉町が町全域が対
象とされたのに対し、富岡町では帰
還困難区域だけが対象とされるなど
地域・住民の分断が生じ、これまで
続けてきた町内一律賠償の要望が叶
えられたものとは言いがたかった。
　そんな中、「荒廃家屋の解体」につ
いて４月１日から国による家屋解体
の要件緩和（対象の拡大）が実現、半
壊以上と認定された家屋を国の災害
廃棄物処理事業で解体し、費用も負
担されることとなった。この認定に
際しては原発事故避難で長期間放置
してきたことによる雨漏りやカビ、
動物被害なども考慮し、認定時期
についても「震災直後」ではなく「調
査時点」と緩和された。この内容は、
従来の認定基準が「実態に即してい
ない」として国に改善を求め続けた
町にとって、大きな前進となるもの
だった。日を追うごとに状態が悪く
なり、町民の悩みでもあった町内の
荒廃家屋の解体が進み、その後の除
染などへ、目に見える復興の加速が
期待されたからだ。
　
　2014年が明けるとともに、避難町
民からの問い合わせが殺到し始める。
かつては連携協力しあっていた町民
ながら、追い込まれた心境から厳し
い言葉をぶつけてくることも頻発す
る。役場職員といえども同じ被災者
なのだが、その立場上受けて耐える
しかなく、苦しい対応を強いられた。
そんな様子を見て、国や県外自治体
から派遣され業務を支援してくれて
いたスタッフの中には、一歩距離を
置いて対応できる自分の立場を生か
して、問い合わせ電話への対応役を

町政懇談会で挨拶する宮本町長

富岡町役場郡山事務所
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買って出、言うべきは言うしかない
冷静な対応に徹してくれる人がいた。
辛抱強く耳を傾け、必要な情報を噛
み砕いて説明し続けるうちに、次第
に町民の信頼が結い直されていく手
応えが伝わり始めた。「頼みは役場
しかないんだ！」怒号の裏返しの町
民の真情も見えてきた。その対応に
徹する姿が町職員の姿勢をリードし、
あらためて結束を固めていくよう
だった。
　地震、津波、原発事故という前代
未聞の複合災害のただ中になげださ
れ、文字通り途方のない「どうしよ
うもなさ」に翻弄されてきた町民の
側も、「どうしてくれるんだ！」の怒
りから、ようやく「どうされる（ある）
べきか」を訴え始める。それに対す
る方針や指針が示され、反応も返っ
て来る。町はその声と施策内容とを
量り合わせ、あるべき意見や要望を
とりまとめ、提案を繰り返し、具体
的な施策内容を引き出した。その内
実が整うほどに、避難町民にも次第
に選択肢として受け止められ、「ど
うするか」という自分の問題として
考えを進め、模索の耐えきれなさか
ら脱し、一歩、また一歩と、抜け出し、
とりわけ農業者・事業者らを先駆け
に、復帰再建のため行動を具体化し
ていく姿が見え始める。町民、役場
職員双方に、こうした認識が浸透し、
復興計画（第二次）策定に生かされて
いくことになる。

　避難で後に残した富岡の町、家、
田畑、農場、また店や仕事など、
2011年３月11日まで自らのものとし
てしていた分野の営みへの思いは、
消防団や医療、福祉を中心に、避難
直後から思い思いに動き始めた。そ

の場でできること・すべきことを考
えた町民が、古里への促しに導かれ
それぞれに行動を起こし、呼びかけ
合っていた。
　そんな思いから再結集していた避
難指示解除準備区域の「ふるさと生
産組合」が、５月、水稲の実験栽培
を開始した。先祖代々の農地を放っ
たままにはしておけないとの思いに
駆られての農業再開だった。
　「町を放ったままにはしておけな
い」という思いからの力を合わせて
の保全活動は、被災直後から見回り
に通い始め消防団有志メンバーによ
る「とみおか守り隊」に始まっていた。
特にこの年２月の常磐自動車道広野
―富岡間再開など、周辺の道路事情
の改善と共に、不特定多数の町内へ
の出入りも増加、空き巣などの発生
がいっそう懸念されていた。“守り
隊”の活動に対しては、６月、双葉
警察署から感謝状が贈られる。さら
に、町内に設置が進められていた44
カ所の防犯カメラの運用が８月１日
から始まり、24時間監視の体制が強
化された。

富岡町歴史・文化等保存
プロジェクトチーム始動
民間所有文化財の救出から

「ふるさと富岡」の救出へ

　「今じゃないとできないんだ！」と
いう職員の訴えから立ち上がった

「富岡町歴史・文化等保存プロジェ
クトチーム」も、放置され失われて
しまうものを守る活動の一つだ。
　道路を塞ぎ田畑に散乱していた津
波被害の瓦礫が片付き、道路の破断
や陥没の補修が進むとともに、現地

ふるさと生産組合が水稲実証栽培を開始双葉警察署からとみおか守り隊に感謝状

富岡町
復興・再生のあゆみ

８月 19－
22日

富岡第一中学校が、第44回
全国中学校バドミントン大
会において、女子団体優勝
を含む大会４冠に輝く

20日 広島市北部で大規模土砂災害
24日 第39回県消防操法大会　小

型ポンプ操法の部　優勝
末 公共下水道富岡浄化セン
ター（仮設汚水処理施設）工
事完了

30日 県知事、除染廃棄物中間貯
蔵施設受け容れを表明

９月 ４日 富岡町敬老会（郡山市）
11日 富岡町敬老会（いわき市）
15日 国道６号　富岡ー双葉間

（14.1㎞）の交通規制が解除に
24日 原子力賠償審査会が町内の

被害状況を視察
25日 除染後の町内の農地保全や営

業再開に向けた協議を開始
27日 御嶽山（標高3,067ｍ）噴

火、50人以上が死亡
10月 個人積算線量計（D−シャトル）貸出開始

１日 •�町内44か所の防犯カメラ
運用開始一部地域で上水
道が再開

•�川内村の避難解除指示解
除準備区域を解除

２日 ふるさと生産組合により、
５月に植えられた稲の収穫
作業が、町内下郡山原下地
区の水田で行われた

14日 県教委、来春の県立高募集
定員発表。富岡高などサテ
ライト校５校は募集停止に

22日 福島第一原発１号機原子炉
建屋カバー解体作業開始

24－
27日

富岡高校女子サッカー部が、
東北代表として、全日本高
等学校女子サッカー選手権
大会出場決定

28日 いわき市泉に高齢者支援活
動拠点「サポートセンターい
ずみ」開所

11月 １日 県営として初の復興公営住
宅が郡山市日和田町に完成

５日 戦没者の冥福と永遠の平和
を祈る「平成26年度富岡町
戦没者追悼式」がいわき市の
せきのホール鹿島で、震災
後初めて執り行われた

７日 県営として初となる、復興
住宅の鍵引き渡し式が郡山
市で行われた

８日 富岡町消防団が、第24回全
国消防操法大会小型ポンプ
操法の部に出場
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に立ち入り、風雨と野生動物の侵入
に荒された個人家屋についての処分
を検討する町民も増えた。まず2013
年３月25日の避難指示区域の再編を
期に、そしてこの年、「被害認定基
準運用指針」の運用緩和（４月１日）
によって、家屋解体が加速すること
が予想された。そんな中、公的な管
理のもとにあった歴史資料・文化財
等の救出は国の支援で先行して完了

していたものの、町内旧家や商家に
残された建物や書類などはまだ救出
されていなかった。このままでは家
屋解体と共に廃棄されてしまう……。
　「立ち入り出来るようになって
真っ先に捨てられるのは汚いもの。
その代表格は生活に必要というわけ
ではない古文書類。民家にあるもの
はほぼ捨てられてしまう！　それら
の中には町民にとってきわめて価値

の高い歴史と文化の資料がある。そ
れらをいま救出して保存しなければ
失われてしまう！」
　こうした学芸員の危機感からの訴
えで、職員有志の活動として立ち上
がったのが「歴史・文化等保存プロ
ジェクトチーム」だった。背景には、
40年前に作ったきりになっている富
岡町史編纂への思いがあった。新し
い町史を作らなければならない。そ
のためには、歴史民俗資料館など公
的に保存されたものだけでは足りな
い。町民によって保有されている歴
史資料はもとより、昭和・平成の町
の営みを語ってくれる資料が不可欠
だ、との思いだ。
　情報提供の呼びかけに始まった
この「富岡町歴史・文化等保存プロ
ジェクト」の成果は、混乱の中で置
き去りにされ、忘れられようとして
いた富岡という町のなりたちと歴
史・文化への誇りを救い出し、再発
見させ、復興に向けての心の柱を建
てる活動となってゆく。

　救出活動は、1995年の「阪神・淡
路大震災」の経験を踏まえて、大規

富岡町歴史・文化等保存プロジェクトチームによる民間所有文化財救出

　今、「人に助けられる」ことのありがたさを感じる日々
を送っています。生まれてからこれといった不自由を味
わうことなく育ってきた私にとって、東日本大震災、特
に津波被災と原発事故による避難は、それまで当たり前
と思っていたことが、どれだけありがたいことだったか
を実感する大きな転機となりました。
　発災当日、私は地元に戻り、高校時代の同級生ととも
に浪江町内にいました。大地震が発生し、急いで富岡を
目指しましたが、道路の損壊と渋滞でなかなかたどり着
けませんでした。道中、大津波の被害をラジオ等で知り、
海岸近くにある自宅と家族の安否が気になって仕方があ
りませんでした。どうか無事でいてほしいと祈り続けま

したが、残念なことに自宅は津波で被災。町内の避難所
などで家族を探しましたが、祖父は今も行方が分からな
いままです。
　避難後、就職内定先とは別の町にある会社で１年ほど
お世話になり、内定先での勤務を経て、その後、除染や
建設関連作業に携わる会社を設立しました。当初、周囲
からは反対を含め厳しい言葉をいただきましたが、未曽
有の事態の中だからこそ、復興の一助になるようなチャ
レンジをしてみたいという決意で行動しました。会社と
はいえ事務所を構える余裕はなく、現在の借上げ住宅を
事務所として利用するなど組織として不十分な状態です
が、今後も頑張って社業にあたり、ついてきてくれる従
業員の福利厚生の充実を図っていきたいと思います。
　私は仕事の傍ら、小浜風童太鼓に参加しています。太
鼓は津波で流されてしまいましたが、助成制度を利用し
て再び揃えることができました。また、観陽亭さんに練
習場所を提供していただいたり、いわき市の太鼓愛好団
体からご協力をいただくなど、多くの皆さんの助けによ
り平成23年冬から活動を再開しました。これからも故郷
復興への願いを仕事や太鼓演奏に込め、進んでいきたい
と思います。

広報とみおか　桜通信［抄］

猪狩 孝平さん　（小浜）
［平成26年５月号］

人の恩を実感した
避難生活
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模災害時の救出・保存活動を目的に
2010年10月に発足、震災後すぐに県
北地区での活動を始めていた「ふく
しま歴史資料保存ネットワーク」の
全面的な協力を得て、2014年７月か
ら開始された。救出の対象となった
のは古文書等に限らず、会合の資料
や商売で使う帳簿、メモ、写真、手
紙など、住民の生活と時代の様子を
伝えてくれるあらゆるもの、それに
よって、住民がいなくなってしまっ
た地域の歴史と古里の記憶をつなぎ
止めると思われるすべて…。
　「国の支援で県が主導した富岡、
大熊、双葉の三町の博物館資料の救
出が2013年度でほぼ終わって、あと
は各市町村の自主性でということに
なりました。それなら独自にやろう
と手を挙げ、ＰＴを作って動き始め
たのが富岡町でした。私たちが震災
直後から始めていた、個人の資料の
調査・レスキュー・記録といった活
動のベースがあったこと、富岡町の
意識の高い協力体制ができたこと、
そしてもう一つ、当時文部科学省が
行っていた大学COC事業（「地（知）
の拠点整備事業」）に福島大学の被災
地支援事業が採用されて、研究資金
の支援が受けられたこと、これらの
条件が噛み合ってスタートを切るこ
とができました」と、ふくしま歴史
資料保存ネットワークの代表をつと
める阿部浩一教授はふり返る。
　ともすればハード優先となり見棄
てられがちな文化財が、早いうちか
ら救出される運びとなったことは、
未曾有の大災害によって大きな痛手
を負った住民の心の復興にとって大
きな意義を持つことになる。長期に
わたる避難によって進んでしまった
さまざまな分断。その富岡の内なる

絆の復興のためには、富岡の昔の街
並みやそこで行われていた祭りなど
も含めて心の支えとなる情報を提供
していくことが必要で、そのために
も町の歴史・文化の復興が不可欠に
なる。その核心となる地域の資料を
失ってはならない…。
　この活動を通じて、富岡が双葉地
方の要であったこと、そこに至る地
勢的なポテンシャルが明らかになる
とともに、富岡町民としてのアイデ
ンティティーの再発見へと発展して
いった。
　2011年３月11日の大震災の経験を
証言してくれる震災資料の収集・保
管も、この作業に並行して進められ
る。

県外避難者支援拠点事務
所を、さいたま市浦和区に
開設
──被災者支援が本格化

　全国の47都道府県での避難生活を
強いられている町民のため、町は国
や関係大臣に対してその実情に応じ
た支援の要望を行い続けた。応急仮
設住宅住み替えの柔軟化、高速道路
無料措置延長や損害賠償請求権の時
効延長などが実現していた。「先が
見えない」生活を続ける町民の状況
を少しでも切り開き、先への道筋を
示すため、必要な施策づくりに取り
組む中から、当面する問題の解消を
国に投げかけ、さらに要望を重ねた。
　町民の2015年１月時点での避難先
は、いわき市に約6000人、郡山市約
3000人、ほか合わせて約１万1000人
が県内。県外は、東京都に約700人、
茨城・埼玉両県に各約600人、ほか

富岡町
復興・再生のあゆみ

12月 富岡町健康手帳配布開始
２日 福島第一原発４号機の使用

済み核燃料取り出し完了
11日 町内の津波流出がれき撤去

開始
22日 富岡町役場いわき支所が移

転。富岡町社会福祉協議会
いわき事業所、いわき平交
流サロンと共に施設を集約

23日 政府が、避難区域連携によ
る2020年を復興の目標と
する考えを示す。JV（汚染
工事共同企業体）が町内パト
ロール隊を結成

28日 政府が、南相馬市の特定避
難推奨地点142地点を解除

１月 町内の帰還困難区域（桜並木）で本
格除染を実施
３日 富岡高校女子サッカー部が、

４年ぶり５回目となる第23
回全国高等学校女子サッ
カー選手権大会に出場

７日 JR富岡駅構内の解体工事を
開始（２月中旬終了）

11日 富岡町成人式を挙行
18日 町内の津波被害住民に対す

る防災集団移転促進事業説
明会を実施（２月まで20回）

20日 県外被害者の支援拠点事務
所をさいたま市浦和区に開設

27日 いわき市小名浜下神白団地
の、富岡町民対象復興公営
住宅２棟が完成

２月 ５日 富岡町農業復興組合が発足
３月 １日 常磐自動車道　常磐富岡IC

―浪江IC間が開通し、埼
玉県から宮城県までの全線
300.4㎞が繋がる

11日 東日本大震災富岡町慰霊祭
を開催

19日 富岡町内に仮設焼却施設が
完成　４月下旬から本格稼働

26日 いわき市常磐に復興公営住
宅が完成

歴史資料の救出活動震災遺産保存活動（富岡町災害対策本部）

2014（平成26）年度
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全都道府県各地に約4300人、国外に
も10人以上、という状況だった。そ
の避難生活を支えることはもちろん
だが、その先の生活再建を図ること、
町政の第一の課題は常にここにあっ
た。県内の避難先に開いた交流サロ
ンは、ともすれば孤立感に襲われる
町民の大きな拠り所となって喜ばれ
た。そして、こんな場所や機会は県
外の避難者こそ必要だった。
　2015年１月20日、町は「県外避難
者支援拠点事務所」をさいたま市浦
和区に開所する。近隣に避難してい
る町民などに声をかけ富岡町復興支
援員として４人のスタッフを募り、
埼玉県労働者福祉協議会に委託する
形で同協議会を本部として、活動を
スタート。避難者宅の戸別訪問をは
じめ、交流イベントの開催、町行事

への参加を促す「町民ふるさとバス」
運行等、長引く避難で孤立感を募ら
せていた町民に歓迎された。

　「県外避難者の皆様が生活再建を
進められるような支援を提供した
い」との町の意向を受けて、「富岡町
のため力になれるのなら」と避難町
民２名が加わった現地スタッフらは、
全国各地にいる避難者を訪ね、聞き
取り調査を行った。この事業のス
タートは浪江町よりも少し遅れてい
たこともあってか、訪ねていくと「遅
い」と言われたり、「よく来てくれ
た」と労われたり……。ともあれ「ま
ず、上がってお茶でも飲んでいがっ
せ」というやり取りとなり、町の思
い出話となり、なかなか尽きないこ
とが少なくなかった。ずっと待たれ

ていたことだったのだ、とスタッフ
らともども避難生活の思いを噛みし
め合った。時にはかつてやってい
た店の客など旧知とのめぐり合いも
あって、当時を懐かしみ合った。初
めから知り合いとわかっている時に
は「元気だったかい？」「どうしてい
る？」と、近況を交わし合った。
　こうした訪問は３人が１組となっ
て活動した。車で出かけて行った訪
問先が駐車できないところだった場
合、２人が話している間１人が車で
待機できるようにするためだ。朝出
かけて夜に帰ってくるというような
遠方も多かった。聞き取った内容
は、とりまとめて町に報告、生活支
援のために生かされた。一度訪ねた
先から、「寂しいから来てくれよ」

「相談事があるから来てくれないか」

　原発事故への対応がまだまだ手探りだっ
た中、富岡町役場に派遣され、信じがたい現
地の被災状況を目の当たりにし、町と同じ目
線で復興に向き合うと決意したときのこと
がありありと思い起こされます。そして、住
民対応に全力で取り組む一方で、国への要
望や調整に苦労されていた町の現状を知り、
「町と省庁とのパイプ役」に自分の役割を見
いだし、町の実状を国に届け続けました。こ
の時の経験は私の役人人生の中で最も困難
なものであるとともに、最も確かな成果を実
感できるものとなりました。やがて、役場職
員や町民の方々と共に「桜祭り」など様々な
行事を手掛け、皆さんが再会を喜ぶ姿を見
るほどに、気持ちが富岡町に入り、ついには
町職員への転職を真剣に悩んだこともあり
ました。

　富岡町は今、ようやく本格的な復興への
歩みを踏み出したところですね。
　私がいたころの富岡町の当面の目標は「避
難指示解除」でした。町民の皆さんが安心し
て町に戻って住むことができる現実的な避
難指示解除を目指して、山積する課題に真
摯に取り組みました。
　今でこそ、常磐線の運転再開やさくらモー
ルのオープンなどにより、着実な復興を実感
することができますが、当時はこのように復
興が目に見える形となって現れる段階では
ありませんでした。
　思い返してみると、町職員の方々も、町民
の方々も、復興の先行きが不透明で、大きな
不安を抱えていたはずです。町の復興につ

いて前向きな発言をすることにためらいを
感じることもあったかもしれません。だか
らこそ敢えて私は、「絶対に復興させましょ
う！」と言い続けていました。そうすること
で少しでも皆さんの不安を払拭することが
できればと思っていました。でも実は、そん
な私が一番不安で、復興に取り組む信念を
自分自身に言い聞かせていたのだと思いま
す。
　それが今、こうやって町内の復興が目に見
えるものとなってきていること──どんな
に難しく大変だと思われることでも、信じて
頑張れば必ず何かしらの成果となる。生ま
れ変わった富岡町の姿こそがそれを証明し
ていると思います。

　うまく言葉にすることができないのです
が、当時の「本当に復興を実現できるか…」
という苦悩は、今は「頑張ってよかった！」
と語れることに変わりました。これはやは
り、復興に向けて富岡町の皆さんをはじめ、
いろいろな人たちが携わって、諦めずに推し
進めてきた結果にほかならないと思います。
だからなおも言わせてください。

「道のりは険しいですが、復興を信じ、未来
を諦めないで、これからも頑張りましょう。
私は富岡町が大好きです。」

渡部 太一さん

経済産業省貿易経済協力局
貿易管理部　係長

2012年７月から2014年７月
の２年間、経産省派遣職員と
して富岡町役場に勤務。帰任
後も町関係者との交流や町訪
問など、富岡町への思いを寄
せ続けている。秋田県湯沢市
出身。

富岡町の
皆さんと

共に

MESSAGE
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といった電話があって、支援員どう
しやり繰りし合って再訪することも
あった。
　そしてお茶会や食事会、サロンな
ど、スタッフの活動は避難者がいる
全国各地で実施された。屋形船を借
り切ってのイベントなども実施され、
大いに喜ばれた。

「富岡町災害復興計画（第
二次）」検討委員会スタート

　動き始めた町民の思いとともに、
復興への見通しをつける筋道が整い
始めた。その筋道を見極めるべく、
本格的復興への施策づくりも動き出
す。まずは全体の羅針盤となる「富
岡町災害復興計画（第二次）」づくり
とともに、平成26年度の春が動き始
めた。
　委員の公募、選出を経て、８月９
日・10日の２日間、郡山の富岡町役
場桑野分室（旧福島地方法務局郡山
支局）で、富岡町災害復興計画（第二
次）検討委員会の第１回会議が開か
れた。公募で選ばれた町民30人、若
手を中心とした役場職員から26人、
計56人の検討委員が一堂に会した。
　第１回のこの日は８班に分かれて
ワークショップ形式で、「避難者と
して抱える悩み、問題は何か」をテー
マに意見を交わし合った。討論では、
解決が必要な課題を出し合い、重要
度を点数によって測っていった。す
でに長期を経てそれぞれに思いを固
めていたこともあって、70以上の
テーマの中から、委員らの思いは第
一に「ふるさと富岡との心のつなが
りの維持」に集中。ここから「帰還す
る」「帰還しない」「長期的に待避し将
来的に帰還する（第３の選択肢）」な
ど、避難を強いられた町民がどのよ
うな選択をしても町と、地域と、そ
して町民どうしが、つながりを保っ
ていける仕組みづくりが必要──と
の計画づくりの方向性を共有しあっ
た。
　検討委員会はこのあと３月まで８
回、うち第１回から５回までは２日

がかりで、情報発信部会、生活支援
部会、心のつながり部会、産業再生・
創出部会の４部会に分かれて行われ
た。延べ約100時間に及んだこの検
討委員会では若いメンバーがリー
ダーシップを発揮するなど、計画だ
けにとどまらずその先のまちづくり
を実際に担う町内のマンパワーの豊
かさを感じさせ、復興への助走とな
る、充実した作業となった。
　11月からは、検討委員会からの提
案をもとに計画としてまとめていく
政策化会議（策定会議）も並行して開
催され、翌年３月、計画素案が町民
に提案されることとなる。

国道６号　富岡─双葉間の
交通規制解除　全面通行が
可能に

　国道６号大熊町・双葉町区域が９
月15日、車両に限って全面通行が
できるようになった（二輪車通行等
は禁止）。この浜通りの交通生命線
の復活は、本格的復興の取り組みへ
の人の流れを呼び戻す大きな契機と
なった。直後の彼岸には、久しぶり
の墓参りの賑わいも…。だがやじ馬
的な被災地巡りの車も増え、地域の
守りは一段と引き締められた。
　年が明けて３月１日には常磐自動
車道も全線開通となる。
　こうした中、10月１日、先行して
復旧工事が進められていた上下水道

が上郡山・下郡山・赤木などの地域
で再開されるなど、帰還に向けての
復旧復興が目に見えるものとなり始
めた。
　また、ＪＲ富岡駅の解体が始まり

（2015年１月７日）、再開通に向けて
の駅舎整備、バスの運行など町内で
の暮らしの足となる交通インフラの
復旧復興も動き始める。
　併せて県内の被災町民支援も本格
化していく。特に最も多くの町民が
避難しているいわき市では、富岡町
支所（いわき合同庁舎内）に駐車場が
ないなど不便を余儀なくしていた
が、12月22日、平北白土に支所を移
転。これに合わせて、富岡町生活復
興支援センターいわき平交流サロン、
富岡町社会福祉協議会いわき事業所
の施設も集約し、十分な駐車スペー
スを確保した上で多目的集会施設を
新設した。これにより行政区や自治
会等の会合や町のイベントなどが開
催しやすくなり、町民同士の集まり
も活発化していった。また富岡町民
向けの県営復興住宅「下神白団地」の
２棟が完成（１月27日）、入居者は生
活再建の展望を新たにする。続いて
いわき市常磐の復興公営住宅「湯長
屋団地」も完成（３月26日）するなど、
避難生活５年目を目前にしてようや
く、落ち着ける生活環境を手にし始
める。

平成27年３月１日、常磐自動車道全線開通
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未来へと つながれ ひろがれ 富岡町

■「ふるさと生産組合」からの取り組み
　ふるさと生産組合（渡邉康男組合長）は、町内下郡山・毛
萱地区の農家が2008（平成20）年に発足させた。農業の
担い手の高齢化など時の課題を見据え、農作業の請負など、
協働による新しい営農に向けての取り組みに着手してい
た。しかし、原発事故はその見通しを一変させる。土地を
追われた2011（平成23）年は何もできなかった。
　避難で散り散りとなった組合員は、農繁期の春夏を無為
に過ごし、採り入れの秋、言いようのない寂しさに襲われ
た。一緒になる機会を見つけては「何かできないか」と話
し合った。とにかく先祖から受け継いだ農地を取り戻し、
守る。その思い一途、じっとしてはいられない。駆り立て
られるように動き始めた。
　問題は放射能汚染と津波による塩害。とりわけ放射能汚
染が深刻だった。当分は人の口に入るものは作れないが、
2012年、国の補助を使ったバイオ燃料作物（デントコーン
や菜種など）の試験作付けからと、早々に事業を再開する。
避難先から富岡まで、近い者で１時間弱、遠ければ２時間
以上かけて通い、農業の再生に挑んだ。津波が運んだ瓦礫
を拾い、放射性物質吸着除去のゼオライトを撒き…。１年
ぶりの農作業、心地よい血がからだを巡り始めるようだっ
た。
　翌2013（平成25）年からは、水稲の試験栽培も始めた。

また2014年１月には、バイオ作物から精製したエタノー
ルを１割入れたスクーターを走らせ、耕耘機を唸らせた。
この年の正月には、組合員
らで、いわき平の仮設住宅
の避難所などで餅つき大
会を実施、試験栽培で収穫
し安全を確認した餅米を
使い、避難住民にお正月気
分をふるまった。
　2013年からの試験栽培により、水稲の本格作付けへの
見通しが開けた。それを踏まえ、2014（平成26）年から
は「実証栽培」の段階に進んだ。以後2017（平成29）年ま
で４年間、年々作付面積を増やしながら実証栽培を実施。
安全性が十分に実証されたとして2018（平成30）年から
は「通常栽培」（この呼び方には安全を十分に実証したとの
組合員の自負が込められている）に移行している。
　収穫された米は、実証栽培初年度分から出荷している。
品種はコシヒカリ、天のつぶ、こがねもち（もち米）の３品
種。当初２年はコシヒカリが主だったが、その後天のつぶ
が主体となってゆく。こがねもちはイベント用（餅つき大
会等）だ。
　2015（平成27）年、県の事業として米以外の作物とし
ては初めてジャガイモを作付けした。全量廃棄が前提だっ
たが、検査の結果は何ら問題なかった。あまりに良い出来

試験栽培、実証栽培、そして農業再生へ
── 農業者の再結集と挑戦

餅つき大会

28



だったこともあり、希望者は各々持ち帰り、食べた。
　2016（平成28）年には、キャベツ、ブロッコリー、ほう
れん草、小松菜、カブなどの野菜を、組合員みんなで作付
けした。県による試験栽培の一環で、問題なしの結果を得
たが、悔しくも全て廃棄された。

■「風評」とのたたかい
　ふるさと生産組合による作付けで収穫した農産物は、収
量、品質、等級、全量全袋検査など、福島県が独自に行って
いる厳しい検査のもとにあった。それでまったく問題がな
いという結果であっても、市場では簡単には受け入れられ
ない。価格も「風評」ならぬ実害だった。市場の状況は徐々
に回復しているというものの、業務用米ととして買い叩か
れる現実がある。
　しかし組合員らはあまりそのことを考えず（とらわれ
ず）、安心・安全なものを作り発信することに徹しよう、と
話し合った。
　放射能汚染は環境災害であり、大地は海洋に劣らず、あ
る意味ではそれ以上に決定的なダメージを受けた。その影
響による「風評」はどれほど、科学を動員しても払拭はでき
ず、真正面から証明と公開をかさね、時間をかけてゆくし
かない。安全ＰＲさえ逆効果になりかねないのが原発事故
が招いた不信であり、心の汚染なのだ。県による全袋検査
は、その認識のもとにあるものといえるだろうし、県内の
営農者、とりわけ相双の人々はそのことを深く噛みしめな
がら農業再生の営みを問い続けている。
　そうした活動の大きな支えとなっているのが、内外から
のさまざまな援助・支援だ。ふるさと生産組合では、そう
した中から特に早稲田大学の学生など若い力を積極的に受
け容れ、出向いても行くなどして交流を深めた。若い人た
ちにこそ人に知ってもらいたい、そして広めてもらいたい
との思いからだったが、組合員らが特に期待したのは彼ら
が提供してくれる奇抜なアイディアだった。理工学部の学
生でも農業に興味を持つ学生がいて、いろいろ話してくれ
る。それが大きな刺激となって、やる気を高めてくれるよ
うに感じるのだ。150人分ものレポートを受け取ったと

きには、書かれていた質問全てに返事を書き、「また機会が
あったら呼んで下さい！」と添えた。

　「ふるさと生産組合」が先駆けとなった富岡町の農業復興
への取り組みにより、除染した農地をそれ以上荒廃させな
いこと、営農再開のための環境を整え、町内農業者の帰還
につなげていくことなど、農地保全が町内に広がってゆく
こととなる。町内の農地は約1100ヘクタール。地区によ
り汚染状況などが異なるため一律には行かないが、農地の
耕起や除草など、営農再開のために必要となったこうした
営みは先祖の開拓時代を思い起こさせた。それを思うと、
不思議と力が湧いてくるようだった。

■「農業アクションプラン
■  ──富岡町農業復興実施計画」策定
　2017年２月27日、「農業アクションプラン──富岡町
農業復興実施計画」が策定された。その構成は、放射能汚
染によってもたらされた複合災害の困難と、“ふるさと富
岡”の支えであった大地自然への被害の深刻さがにじみ出
るものとなり、他のアクションプランとは趣が異なってい
た。
　内容は、農業を営んでいた町民それぞれの思いを軸にし
た４部構成で、具体的な取り組みを示しながら、レベルの
異なる懸念や意思に応えるかたちとなった。

　また営農再開に向けては、「営農再開環境整備期」と「営
農再開期」との２つのサイクルを通じて、農地の地力回復
の上に新しい農業とその担い手の確保などに取り組んでい
く構えを示した。

実証栽培の田植え（2014年5月14日）

１. 農業をはじめるか判断するための情報を得たい！
 （放射性物質測定体制構築ほか情報提供）
２. 農業を再開したい！
 （新たなチャレンジ環境の整備・支援）
３. 農業をやってみたい！
 （「いきがい農業」や新たな農業者支援）
４. 農業復興における支援を確認したい！
 （交付金や支援事業）
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今ここまでの歴史と

くらしの成り立ちを学び

誇りある未来を　守る

“ふるさと富岡”の
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２ 富岡町災害復興計画（第二次）策定
見えてきた帰還への道筋

富岡町
復興・再生のあゆみ

2015（平成27）年度
４月 ８日 県立中高一貫校「ふたば未来

学園高校」が広野町に開校、
152人入学

10日 有害狩猟鳥獣捕獲隊員　委
託状交付式

11日 富岡町復興への集い2015

19日 富岡町消防団の春季検閲
20日「富岡町災害復興計画（第二

次）」を町長に提出
下旬 仮設焼却施設稼働

５月 15日 ふるさと生産組合が下郡山
原下地区の水田で田植えを
実施

６月 １日 町立幼・小・中三春校に仮
設体育館が完成

15日 福島県、自主避難者への住
宅無償支援を2017年３月
末で打ち切りへ　

17日 選挙権18歳以上�参議院で
可決
富岡町災害復興計画（第二
次）を策定

19日 富岡漁港災害復旧工事安全
祈願祭

30日 富岡町出身の方を講師とし
て招き、今まで知らなかっ
た富岡について学ぶ「ふるさ
と創造学」が三春校で開催

７月 ５日 第２回「出会いのお茶会」開
催

13日 シャープ富岡太陽光発電所
竣工式

25日 富岡町合併60周年記念式典
８月 ３日 •��いわき支所での戸籍届受

付開始
•��富岡工業団地に新企業（株
式会社万象ホールディン
グス）　基本協定書調印

　「富岡町災害復興計画（第二次）」は、
検討委員会４部会（情報発信部会／
生活支援部会／心のつながり部会／
産業再生･創出部会）で討議された

「富岡町の復興を進める56の提案」と、
それを実現するための約300に及ぶ
事業アイデアをもとに、有識者・復
興庁・福島県各２名と町職員・事務
局32名、全38名の委員で構成された
政策化会議の中で計画立案された。
この過程を通して、町民委員も役場
職員も、互いに抱えていた思いをす
べて出し合い、その思いや動きを伝
え切れていないでいた事実を直視し
合いながら、必要な取り組みを丹念
に書き出し確認していった。

　委員らの志気は高く、とりわけ町
民委員らは熱かった。なすすべなく

長期化を強いられ必死の避難生活を
続けながら、自分の声が届かないと
ころで決められ、進んでいく「復興」
に対する無力感・疎外感とあいまっ
て、行政との越えられない溝を痛感
していた。後にした古里への思いを
馳せつつ、それぞれの立場で直面し
抱き続け戦い続けていたその生活再
建の苦悩の現実とふるさと存亡の危
機感を共有していた。そして「国を
動かすためには町と一緒になって行
動しなければだめだ」との思いに行
きつき、委員に応募してきたから
だった。
　役場職員らもまた、同じ危機感を
抱く若手が中心の顔ぶれだった。そ
の思いの丈を注ぎ続けた双方の志気
の高さが、会をかさねるほどに深
まっていた両者の溝を埋め、やがて

切実斬新 ─ 未来に問う協働の知

　被災、全町避難、５年目。福島県で合計12万人が依然として避難生活を
強いられている中、富岡町内での津波流出がれきの撤去の進捗、ＪＲ富岡
駅の解体など、長らく震災の傷跡がそのままだった町の景色もようやく変
わり始めた。農地除染や帰還困難区域内にある桜並木の先行的な除染が進
むとともに、復旧から帰還・復興への環境づくり、種まきへと、「目に見え
る復興」を合言葉に町職員らの動きも活気づいていく。
　その活気は、どこよりも「富岡町災害復興計画（第二次）」の策定検討会議
から吹き出すようだった。これほど多くの町民が町職員と一緒になり、こ
れほど多くの時間をかけて、意見を交わし議論を重ねている。その手応え
から互いに活気づき、町民の「生活再建＝心の復興」と町の「ふるさと復興」
を両輪とするバランスを重視する富岡町の再生・復興のかたちが浮かび上
がり、多彩な行動力に満ちた委員らの協働を実らせていった。
　思い浮かべる富岡の景色が色づき始めた。失われていた春を一気に取り
戻そうとするかのように──。

平成27年度　2015.4.1-2016.3.31

行政、町民、有識者の垣根を越えて活発な意見を出し合った災害復興計画（第二次）検討委員会

「
復
興
・
再
生
」へ
の
町
民
協
働
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共有する一つの地平の上に作り上げ
られるべき「新しい富岡」の姿と、そ
こに至る道筋とを描き出していった。
その熱気はそのまま富岡町災害復興
計画（第二次）に脈打っているが、と
りわけ「資料編」に収められた「各部
会での事業アイデア」に熱い。
　役場職員は、この第二次計画検討
策定のための調査も兼ねて行った仮
設住宅を訪ねての聞き取りや、全国
各地で開いた町政懇談会を通して得
たさまざまで切実な町民の声を集め
ていた。そこからも町民の行きつく
先は「役場だけが頼りなんだ」という
行き場のなさ、深刻さが滲み出てい
た。この「役場への期待」に応えるた
めに必要な施策とは──避難生活の
現場から検討会議への助走となった。

　こうしたやり取りの中から、避難
町民のそれぞれの現実に即した意向
を尊重しながら、「帰還する」「帰還
しない」「今は判断できない・判断し
ない」という３つの道を町民に開き
つつ、「町民一人ひとりの“心”の復
興」と「町民の心をつなぐ“ふるさと
富岡”の復興」を両輪（基本理念）とす

る「富岡町災害復興計画（第二次）」が
作られ、６月17日、策定された。ハー
ド重視型の計画からソフトもそれ以
上に重視する「町民の郷土愛とアイ
デンティティーが凝縮された」力作
だった。おのずと、さまざまな苦悶
に耐えている町民一人ひとりをゆる
がせにしないこまやかな支援の体系
化となっていた。
　町民委員の一人として検討委員会
の会長を務めた渡辺和則さんは、そ
の計画書中のあいさつに「町民と行
政が一体となって新しい富岡町を創
造していく羅針盤になるものと確信
しています。そして抱えてきた町民
と行政の溝を埋める最後のチャンス
になるとも感じています」としたた
め、「将来帰還を望み長期待避して
いる町民、やむを得ず移住を決断し
た町民、不安を抱えながら帰還する
町民、その全てが自信と誇りを持っ
て次世代に継承できる富岡町を作り
上げなければなりません」と念を押
した。そして「そのためには、富岡
町民自らが作り上げたこの第二次復
興計画という名の町民の意思が、首
長及び行政並びに議会に信託され、

一つひとつ一歩ずつ実現されていか
なければなりません。そしてこの復
興計画実現のために、町民一人一人
には自ら行動し、見守り、それを見
届ける使命と責任があるのだと思っ
ています」と自らの決意を語り、「共
に新しい未来の富岡町を見に行こう
ではありませんか」と呼びかけた。
　また、政策化会議の会長を務めた
土方吉雄委員（日本大学工学部准教
授）は「見通しの立っていない課題が
多く、検討・判断が難しかったわけ
ですが、町民と行政の協働によって
まとまった本計画は、復興まちづく
りの羅針盤であるとともに、協働の
まちづくりの契機ともなり、復興に
向けた大きな希望の光をみる思いで
す」と、計画実現への期待とともに
策定に関わった委員・職員らが費や
した時間的・精神的労苦をねぎらっ
た。
　ともに、新しいまちづくりによる
復興への羅針盤とするにふさわしい、
町民の実態に寄り添った計画をまと
めあげることができたとの思いを踏
まえての、全町民への力強いエール
でもあった。

　理容店の４代目として、先代から受け継いできたもの
を置いたまま富岡を離れなければならないことは、非常
に心苦しいことでした。私が家業を継いでから積み重ね
てきたことは、私自身が再起すれば済むことでしょうが、
先代が築いてきたものはそうもいきません。町を離れた
ことで、暖簾の重みのようなものを改めて感じました。
　被災後、私たち一家は親類宅等を経て、しばらく三春
町内の借上げ住宅で生活していました。震災発生当日に
中学校の卒業式を迎えた長男は、双葉高校に入学するこ
とになっていました。長男は双葉高校で野球をやるとい
う夢を持っていましたが、避難により田村高校を編人学
先としました。その後、いわき市内でサテライト開校し

た双葉高校に寮ができ、野球部の活動も再開されたこと
から２年生進級時に同校へ編入し、単身いわきに移り通
学を始めました。
　私は、富岡町の臨時職員として三春町、郡山市、大
玉村の避難所６か所を訪問しながら、避難町民のサポー
ト業務として３か月間、散髪の仕事などをしていました。
臨時職員の雇用期間終了後はしばらく仕事から離れまし
たが、長女の高校進学に合わせていわき市内に生活拠点
を移しました。
　そんな時、長女が理容の仕事に興味があり、高校卒業
後の進路として理美容専門学校に進みたいとの相談を受
け、「後継ぎができた」と何か安心したような気持ちにな
りました。そうしたことも後押しになり、いわき市内で
本格的に店舗探しを始めました。当初はテナントでもと
思いましたが、良い物件に巡り合い、改築を経てこの５
月１日から、再び「第一理容所」として営業を開始しました。
　いわき市は同業者の数が多いため、競争も激しいので
すが、私たちと同じように避難している皆さんが気軽に
訪れ、施術後にはお茶を飲みながらリラックスして故郷
の話でもできるような空間を提供できればと思っていま
す。

広報とみおか　桜通信［抄］

鈴木 博英さん　（本町）
［平成26年８月号］

暖簾を失うことの重み
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富岡町災害復興計画（第二
次）の概要

どの道を選んでも ふるさとに誇り
を感じ 富岡のつながりを保ち続け
られる町
これから加わる仲間も居心地よく親
しめる地域をめざして

計画の対象
・町民と将来も含めて富岡町にかか

わる全ての人
・富岡町全域及び避難先地域

計画期間　2015年～2024年（10年間）
・短期復興期：
 復旧期　2015年－2016年
 復興期　2017年－2020年
・中･長期復興期：
 発展期　2021年－2024年…

帰還の時期の考え方と考慮すべき要件
・早ければ2017（平成29）年４月の帰

還開始をめざす
・町は帰還に向けた環境整備を進め、

町民の意見を踏まえ避難指示解除
に関する判断を行う

基本理念
１．町民一人ひとりの“心”の復興
２． 町民の心をつなぐ“ふるさと富

岡”の復興

基本方針
１．生活の再建
　個々によりそう暮らしの支援
　『 町民一人ひとりを支える心身両

面のサポート』

２．町内の復旧・復興
　段階的かつ着実に進める
　『暮らし・仕事・地域の復興』
３．絆づくり
　町や町民とのつながりを守り、育む
　『 将来にわたる町・町民との関係

づくり』
４．情報発信
　町民それぞれの立場に対処する
　『正しく分かりやすい情報の発信』
５．実行体制づくり
　 復興に向けた『みんなの支えあい

と役割分担』

基本方針を実現するための重点プロ
ジェクト（12プロジェクト）
１．生活再建支援プロジェクト
　①  ふるさと富岡の心のつながり

づくり
　②  町民ニーズの把握と自立を目

指した個別支援の強化・見え
る化

　③  公営住宅の整備と町内の土地
建物管理の支援

 ２． インフラ復旧・拠点整備プロ
ジェクト

　①  住民のための復興拠点の整備
　②  町と町民がともに考えた復興

祈念公園
　③ 広域的な道路・交通基盤の整備
３．産業再生・創出プロジェクト
　①  農業・農地再生に向けた取り

組み
　②  エネルギーを中核とした産業

によるまちづくり
　③  「イノベーション・コースト構想」

拠点施設などの誘致・具現化
４．福祉・教育プロジェクト

富岡町
復興・再生のあゆみ

８月 25日
　
政府、子ども・被災者支援
法の基本方針改定（支援縮
小）を閣議決定

27日 富岡町と福島大学との歴
史・文化等保全活動に関す
る協定書締結式

28日 廃炉国際共同研究センター
「国際共同研究棟」町内設置
決定

９月 １日 富岡町再生・発展の先駆け
アクションプラン（復興拠点
整備計画）策定
富岡町除染検証委員会設置

３日 平成27年度富岡町敬老会
（郡山市会場）

９日～
11日

会津地方を中心に50年に一
度の大雨（関東・東北豪雨）

10日 平成27年度富岡町敬老会
（いわき市会場）

14日 阿蘇山中岳噴火
29日 ふるさと生産組合による稲

刈り
10月 １日 •��役場機能（復旧課・復興推

進課）町内で一部再開

•�双葉警察署一部再開
５日 富岡町交流サロン開所

ノーベル生理学・医学賞に
大村智氏（５日）、同物理学
賞に梶田隆章氏（６日）

６日 復興公営住宅（大玉村営横堀
平団地）１街地区鍵引渡し式

13日 町内の放射線量の情報を収
集・精査し、除染による効
果の分析・検証を行う町除
染検証委員会が行われた

15日 平成27年度富岡町町政懇談
会

18日 第１回富岡町シンボル検討
委員会開催
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　①  子どもたちの意向の尊重と子
どもの教育環境の整備

　②  心身ともに健康で安心して生
活ができる医療・福祉の充実

　③ 町民の放射線健康管理の充実

分野別の具体的取り組みの構成
◎生活再建支援（66の取り組み）
　１． 復旧期における生活再建と雇

用の確保 10
　２．住宅再建と生活環境の向上 56
◎インフラ復旧・拠点整備
　（43の取り組み）
　３．除染・廃炉作業の推進 14
　４．町内の都市基盤と拠点の整備
 29
◎産業再生・創出（24の取り組み）
　５．地域産業の再生・創出 24
◎福祉・教育（53の取り組み）
　６．健康福祉の再生・充実 34
　７．教育と学習の再生・充実 19
◎情報収集・発信（30の取り組み）
　８．情報の収集・発信 30

町民の意向別 具体的取り組み（支援）
第１の道　帰還する
◎帰還に向けた環境づくり、帰還後

の生活再建などを支援
　・帰還に応える町内の復興・復旧
　・地域産業の再生（はたらく場）
　・帰還に関する生活支援
　・健康管理支援

第２の道　帰還しない
◎町民の意向（希望）に応じて支援
　・町との絆の維持
　・町内の資産の管理
　・健康管理支援
　・情報発信

第３の道　今は判断できない・判断
しない
◎富岡とのつながりを保ちながら生

活が続けられるための支援
◎将来の帰還や町との関わり（絆）の

維持に向けた支援
　・避難先での生活支援
　・町との絆の維持
　・町内の資産の管理
　・健康管理支援
　・避難先での医療福祉、教育

見え始めた道筋──加速す
る本格復興への拠点整備

　2015年度の新年度予算は一般会計
と特別会計を合わせると約220億円、
過去最大の規模となった。災害復興
計画（第二次）の策定とともにようや
く緒に就いた復興をさらに目に見え
るものとするため、インフラ等復旧
経費のほかに事業再開支援や生活再
建支援などの復興関連予算が計上さ
れた結果だった。
　災害復興計画（第二次）は、いわば
富岡町存続のための計画といえた。
すなわち、町民あっての復興。その
ために、町民の実態と現実を直視
して開いた町民の意向別の「３つの
道」の明記を第一の特徴としていた。
これは計画の２つの基本理念「町民
の“心”の復興」と「町民の心をつなぐ
“ふるさと富岡”の復興」を具現する
ための「意向別の具体的取り組み」
のかたちだった。端的には「帰る」

「帰らない」「まだ判断できない（しな
い）」の３つの意向に対応して、町民
それぞれのさまざまな事情と思いに
寄り添い続けていくことの表明だっ

　私は青森県津軽地方の出身です。夏はそれなりに暑い
ところですが、冬は雪に閉ざされます。富岡町は真冬で
も雪がほとんど降らず、日差しがあり過ごしやすい場所
です。富岡町に移る前、私は東京でビニールなどの合成
樹脂加工の仕事に就いていました。そこで大熊町出身の
妻と結婚し、昭和52年頃、富岡町に移り住みました。
　富岡町では地元の企業に勤務していましたが、東京で
の仕事でお世話になった方から、富岡でビニール加工の
仕事をしないかと話があり、昭和60年に私と従業員数名
の体制で会社を興しました。
　設立当初は主に手帳などの表紙カバーの加工・製造を
行っていました。当時はまだ常磐自動車道が日立北イン

ターチェンジまでしかなく、製品をトラックに積んで自
らハンドルを握り、東京方面への納品を行うことも。そ
の後、市場環境の変化により、フレコンバッグの製造に
業務内容を転換しました。当初、品質の維持や様々な注
文への対応など苦労することも多々ありましたが、徐々
に取引先から良い評価を頂けるようになり、お陰様で被
災当時は15名の従業員の皆さんに働いてもらえるように
なっていました。
　東日本大震災では、幸い工場が被災することはありま
せんでした。地震の揺れが落ち着いた後、自宅の様子を
見に行きましたが、家財が散乱していたものの、建物に
は大きな被害はありませんでした。翌週からは仕事を再
開できるかと思っていましたが、避難により仕事は断た
れ、従業員も各地にバラバラ、事業の再開は諦めざるを
得ませんでした。
　現在、私は妻と共に郡山市内で生活していますが、集
合住宅での生活には慣れることができません。上の階の
生活音、そして同じような迷惑を下の階の方にかけては
いないかと気を遣う日々ですが、福島市内や宮城県内に
住む娘一家を時折訪れては、孫の顔を見て少しでも気持
ちを安らげるようにしています。

広報とみおか　桜通信［抄］

白戸 勝美さん　（夜の森駅前北）
［平成26年11月号］

事業再開を断念
いま思うこと
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た。
　折しもこの年は昭和30（1955）年に
当時の富岡町と双葉町（旧上岡村・
現在の双葉町は翌昭和31年に標葉町
が改称して誕生）が合併して現在の
富岡町となってから60周年の年。７
月25日の記念式典（いわき明星大学
児玉記念講堂）をはじめとして催さ
れた記念イベントを通して「３つの
道」が強調され、県外避難の町民に
も、さいたま市に置いた支援拠点支
援員による戸別訪問や情報発信、交
流イベント開催などを通して拡充が
図られた。それまで「帰る」「帰らな
い」の二択の問いや自問にとらわれ、
言い知れぬ不当感と不毛感に悩まさ
れ、疲れて口が重くなっていた町民
の心もここからほぐれ出したように
も感じられた。これを期に離ればな
れになっていた町民も「ふるさと富
岡」への思いを新たにし、町民とし
ての絆を確認し合い、自らの生活再
建・復興への足どりを確かにしてい
くようだった。

　同時に町は、災害復興計画（第二
次）の５つの基本方針を実現するた
め４つの重点プロジェクトに掲げた
12のプロジェクトの推進・実現に拍
車をかけるアクションプランを次々
に発表していくことになる。
　まず復興の先駆けとなる「富岡町
再生・発展の先駆けアクションプラ
ン～復興拠点整備計画～」を９月に

発表。10月１日には町内の役場本庁
舎の一部（役場復旧課・復興推進課）
と保健センターが業務を再開、５日
には富岡町交流サロンが開所する。

　「富岡町再生・発展の先駆けアク
ションプラン」は、文字通りすべて
の復興アクションの先駆けに位置づ
けられたプランで、「“くらし”の再
生」「にぎわいづくり」「あらたな交流
拠点」などの整備が盛り込まれた。
　その主な内容は、
・災害公営住宅を整備（先行50戸、

曲田地区）
・町立診療所を開設（曲田地区）

・複合商業施設を再開
・交流サロン設置（国道６号沿い）
・ＪＲ富岡駅前の開発
・路線バスの再開

・廃炉国際共同研究センター開設に
よる産業集積と交流促進

　（候補地：王塚地区）
・アーカイブ施設の設置（復興拠点内）

などで、かつて「ショッピングプラ
ザ Tom−とむ」があった賑わいの中
心地には、公設民営型の複合商業施
設を整備する方針が明記された。
　震災前には隣接する曲田地区に土
地区画整理事業が進められていた。
その曲田地区に災害公営住宅を整備
することにすれば、一帯を復興再生

富岡町
復興・再生のあゆみ

10月 30日 •��保険・福祉アクションプ
ラン検討委員会設置

•��富岡消防署臨時拠点開所
式

11月 ３日 友好都市、杉戸町産業祭で
富岡復興支援

５日 平成27年度富岡町戦没者追
悼式・慰霊祭

11日 富岡町帰町検討委員会設置

13日 パリ同時多発テロ事件
15日 第27回ふくしま駅伝で町の

部10位入賞、８区・鈴木雄
翔選手は区間賞を受賞

12月 10日「第３の道」実現アクション
プラン策定プロジェクト
チーム発足

14日 富岡町マスコットキャラク
ター及び富岡町キャッチフ
レーズが発表

22日 町除染検証委員会が中間報
告書を提出

24日 富岡町災害公営住宅協定書
締結式

１月 10日 平成28年富岡町成人式
15日 軽井沢スキーバス転落事故
22日 •��富岡町公式マスコットキャ

ラクター「とみっぴー」お披
露目
•��平成28年富岡町表彰式・
賀詞交換会

25日 証明書コンビニ交付がス
タート

27日 大玉村営復興公営住宅竣工
式

２月 24日 東電、発生当時の事故判定
マニュアルを「発見」と発表

３月 ８日 富岡町帰町計画を策定
10日 富岡町防災会議を設置
17日～ 特例宿泊開始（全３回）
25日 富岡町保険・福祉アクショ

ンプラン策定
県農業総合センター浜地域
農業再生研究センター起工
式（南相馬市原町区）

27日 富岡町議会議員一般選挙

「３つの道」が示された合併60周年記念式典
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拠点としてスピード感を持って「“く
らし”の再生」と「にぎわい」を見える
化（シンボル化）することができる─
─とかねて下準備を進めてきたのが
先駆け地区だった。
　いち早く、旧 Tom−とむ 向かい
の場所に「富岡町交流サロン」が10月
５日にオープンした。年中無休で運
営を委託したふたば商工（株）のス
タッフ２名が常駐したが、町民から
の反響は予想以上だった。次々に訪
れる人が増えて、ちりぢりになって
いた町民どうしがつながりを確かめ
合う場所となった。もとよりこの辺
りはかつて富岡町の顔ともいうべき
メインストリート、束の間その思い
出話の花が咲くこともしばしばだ。
　さらに、水面下で地権者との調整
などに奔走していた職員らの先駆け

の上に蒔かれた「町立とみおか診療
所」「複合商業施設 さくらモールと
みおか」などの種がみるみる芽を出
し、開花していく。

富岡町除染検証委員会
　帰還に向けての第一の条件となる
のはまず除染、それにより環境の安
全が確立されることだ。国による除
染作業が進められるなか、町は富岡
町除染検証委員会を９月１日に設立
する。実施された除染事業の進捗に
応じて町独自に情報を収集精査し、
空間線量率の低減効果等について調
査し、帰還の安全を検証、ひいては
適切な帰還時期の判断に生かすため
だ。委員は放射線に関する専門家５
人で構成され、福島大学共生システ
ム理工学類の河津賢澄（かわつけん

ちょう）特任教授が委員長に就いた。
　放射能汚染に対する県民の不安に
関しては、発災直後の対応・応答の
まずさから深刻なディスコミュニ
ケーションが起きてしまい、安全・
安心への冷静な見極め姿勢が損なわ
れた経緯がある。いわゆる「安全神
話」を背景に放射線に関する意識も
人材もないまま放射能汚染災害に直
面、手当たり次第につかんだり、一
方的に押し付けられたりした「科学
的知見」に翻弄され、その混乱のま
ま不信へと陥ってゆく観を呈したの
だった。その経験を踏まえ、検証委
員会は現場一つひとつの状況に即し
て科学的な精査を行うことはもとよ
り、「町民に寄り添った議論」を行っ
ていくことを委員の共通認識とした。
　「一番の趣旨はどこにあるかとい

　着任したのは、平成25年3月25日に行わ
れた避難指示区域見直し（帰還困難区域・居
住制限区域・避難指示解除準備区域の３つ
に再編）の１週間後でした。長い避難生活に
少なからず動きが出て来る時期だったのか
なと思います。
　私は生活支援課の住宅支援係で、仮設住
宅や借上げ住宅の入退去の施設管理を主に
担当しました。仮設住宅の入居率は100％
に近い状況で、その分住宅問題やトラブル
もよくある状況でした。その後、住居が復興
公営住宅建設に伴い仮設から常設へシフト
チェンジをしていく過程で、町民は自分で住
まいを設けていくようになりました。併せ
て住宅支援係として、仮設住宅や借上げ住
宅の町民に対して、どのように今後生活拠
点を設けていくのかを考え示さなければい
けないという時期でした。
　とはいえ、災害救助法という大前提の法
律がある中で出来ることや出来ないことな
どを踏まえ、時には、町民の要望に「それは
出来ない」と言わなければいけないときもあ
りました。しかし、一方的に要望を拒否する
のではなく、それぞれの避難してきた事情を
考慮して、別の選択肢を示し、自分で判断し
て納得してもらうようにしないといけない。
その説明や町民の要望に応えることが非常
に苦労したのかなと思います。
　前例のない災害ゆえに、関係法や行政手
続・体系など、現実との矛盾も肌で感じて
いましたので、うまく対応できていたかどう
かは未だに考えるときがあります。

　他方で、第２次災害復興計画の策定に向
けた作業にも参加させていただきました。
休日に町民と職員が一緒になって富岡町の
将来のために話し合っているときに、物理的

な再建だけではなくて、町民の心の復興にど
う結びつけていくかということがより大き
な問題として議論されていたことが強く印
象に残っています。
　また、富岡町歴史・文化等保存プロジェ
クトにメンバーとして、富岡町を「過去（歴
史・文化）・現在・未来」と多面的に知る機
会がありました。
　その経験により、多くの富岡町民の皆さん
と接する機会がある中で、避難状況は異な
るけれども、富岡町を想う気持ちはみんな同
じで、熱い気持ちを持っているということ。
思えば、それは富岡町役場にいた３年間を通
してずっと感じていたことでもありました。
　そして、熱い気持ちを持つ反面、未曽有の
大災害で辛い思いをした人は多かったと思
います。心の復興のペースは一人ひとり異
なっていて、背負うものが重いほど、機が熟
すまでに長い年月が必要なのだろうと思い
ました。

　富岡町はいま、帰町して復興のまちづくり
に取り組まれているところですが、まだまだ
困難なことがたくさんあると思います。帰
還したからこそ、町民が本当に戻ってくるか
どうかなど、目に見えて分かってしまう状況
もあるかと思います。その中で、状況をマイ
ナスに捉えるのではなくて、いかにプラスに
取るか、今あるものでどれだけの復興が実
現していけるかということに、いま富岡町の
皆さんは挑戦されているのだと思います。
　友好都市杉戸町の復興支援として派遣さ
れた３年間を通して私自身が大きな「成長支
援」をいただいたと感じております。その感
謝をもって、今後の復興に微力ながら協力さ
せていただき、将来的にもかかわりを持ち続
けていきたいと願っています。

吉岡  崇さん

杉戸町役場
くらし安全課消防・防災担当
主事

2013年４月１日から2016年
３月31日までの３年間、富岡
町友好都市の埼玉県杉戸町か
らの派遣職員として富岡町役
場に勤務。

富岡町の
皆さんと

共に

MESSAGE
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うと、いわゆる安全性だけの議論で
はないわけです。科学的に安全かど
うかというのは、いろいろ見解もあ
りますが、ずっと原子力をやってい
た人、放射能関係でやっている人な
ら、当然ながらある程度の知識もあ
るし、どのぐらいの被ばくをしても
大丈夫か、皆持っているわけです。
しかし、そういった自分の経験だけ
で話すと、どうしてもいわゆる科学
的な話になってしまう。でも今回の
事故は、そんな甘いものではなく、
住民の方の見方が厳しくからんでく
るわけですね。
　よく言われるのは、安全という部
分と安心という部分があり、安全の
部分はいわゆる科学的な議論だけで
いいかもしれないけれども、実際に
安心感を住民が持つのは、いわゆる
放射線量の相場観だけでなく、単に
科学的なものばかりでなく、例えば
環境省に対してとか、国に対してと
か、県に対してとか、行政に対して
という面もあるでしょう。そういう
思いも含めて町民に寄り添った形で
の評価をはじめにしましょう、と。
　町民がどのように思うのか、その
思いもさまざまにあるのですよね、
いろいろな人がいるわけですから。
それも聞きながら、そういう思いも
含めて検証していきましょう、と」

（河津委員長）
　この姿勢は、調査検証の結果を町
民に説明する際に、その意味すると
ころを丁寧に伝えることへと引き継
がれる。

　除染検証委員会は設立年度内に５
回開催され、12月22日には中間報告
を町に提出、この中で４項目の緊急
提言を行った。

富岡町除染検証委員会緊急提言
１） 復興拠点等における除染未実施

箇所の除染
２） 住宅地等における局所的に線量

が高い箇所の再除染
３） 居住制限区域と帰還困難区域の

境界付近の空間線量率低減
　　（ 帰還困難区域側の一定区域の除

染実施の必要）
４）町民の不安解消施策
　　（ 検証結果を用いるなどしての丁

寧な説明による理解を促進し、
不安を解消するため、町内に放
射線や除染に関する情報を発信
できる組織や施設を整備し、専
門知識を持った相談員を配置す
る必要）

　町はこれをもとに、復興拠点の早
期除染、再汚染への対応など、帰還
を望んでいる町民の安全・安心につ
ながる除染の徹底を強く求める要望
書を丸川環境大臣に手渡し申し入れ
る。

「富岡町帰町計画（まち・ひと・しご
と創生総合戦略）」と帰町検討委員会
　災害復興計画（第二次）によって開
かれた帰町への道筋に即して、町民
にとって必要となる分野ごとの実施
計画（アクションプラン）の策定、そ
の実施に必要となる行政等サービス
提供体制の構築が矢継ぎ早に進めら
れた。10月には町内保健センターで
の役場機能一部再開、年明けには各
種証明書のコンビニ交付サービス

（双葉郡初）が始まった。また「保健・
福祉アクションプラン検討委員会」
が10月に、「帰町検討委員会」が11月
に設置され、３月の「富岡町帰町計
画（まち・ひと・しごと創生総合戦
略）」「保健・福祉アクションプラン
～健康で安心して暮らせるまちづく
りをめざして～」の策定を見ること
となる。
　「富岡町帰町計画（まち・ひと・し
ごと創生総合戦略）」は、災害復興計
画（第二次）に「2017年４月」と掲げら
れた帰町開始時期目標を念頭に、そ
の可否判断の要件となる「安全の確

保（７項目）」と「生活に必要な機能の
回復（14項目）」についての評価内容
を帰町検討委員会で書き出し、整理
した計画案をもとに策定された。い
わば帰還開始の判断の前提条件を絞
り込んだものとも、国の避難指示解
除を受け入れるための前提条件を書
き出したものともいえる。
　2017年４月という帰町開始時期は、
もともとは2012年９月26日に町が出
した「今後５年間は帰還は困難かつ
不可能」との判断に基づく「帰還でき
ない」宣言とともに見通しをつけて
いた時期だった。その最大の要件は
除染、原子力発電所の安全対策など
の「安全の確保」に尽きる。その上で

「安全・安心な生活の再生」「定住促
進」「文化と絆の再生・継承」など３
つの基本目標を掲げ、帰還に関する
要件の充足に向けた施策・取り組み
も示した。
　町はこの帰町計画に基づき、帰町
検討委員会・除染検証委員会による
客観的な現状評価と町議会・町民の
声を聞きながら、総合的に帰還開始
時期を検討し、かつ帰町環境の整備
を進めていくこととなる。

帰還に関する考慮要件（富岡町帰町
計画）

【安全の確保】
　① 除染　② 放射線量の推移
　③  放射性物質に汚染された廃棄

物の管理・処分
　④ 放射線モニタリングの実施　
　⑤ 放射線影響への対応
　⑥ 原子力発電所の安全対策
　⑦ 防災及び防犯・防火対策

【生活に必要な機能の回復】
　① ライフライン　② 道路
　③ 公共交通　④ 住宅　⑤ 商業
　⑥ 介護・福祉　⑦ 医療　
　⑧ 金融・郵便　⑨ 公益サービス
　⑩ 農業　⑪ 産業　⑫ 教育環境
　⑬ 郷土文化
　⑭ スポーツ・レクリエーション

「帰町検討委員会は、帰町するとい
うためには、どういうことがなけれ

町内での調査・検証
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ばいけないということを町に要望・
要請しなければならないか、という
ことで検討していきました。基本的
に最低限こういう環境、こういうこ
とをやらなければならないだろうと
いうことです。
　でも計画として決めたことでも、
町民に押し付けるわけにはいきませ
ん。あくまでも情報提供として考え
られるべきことですね。町がその環
境づくりをして、その進捗を町民に
逐一知らせていく。こういう環境に
なったからといって、さあ帰町だと
いうか、政治的な意味で急ぐ感じも
見えたものですから、もうちょっと
段階的に、線量の測定ポイントをも
う少し細かくやって、見える形に
なってから判断してもらう。帰町す
る方の敷地周辺の線量を細かく測っ
て、こうですよ、と資料を提供して、
それでその人が帰ると。そういうと
ころをもう少し細かくやるべきでは
ないかということを、個人的には
思っていました。
　専門家の委員の方も、やはり住民
が帰るためにそのあたりについて理
解していただける環境づくりという

か、そういうことをやらないといけ
ないだろうということは言っていま
した。たとえば線量マップにしても、
もう少し分かりやすく、字も大きく
し、どこのエリアかはっきり分かる
ように、町民に見せるべきでは、と
いったようなことです。
　いずれにしても、今の段階では目
の前のことを一つひとつ片付けなが
ら、新しいまちをつくっていくこと
です。そして町民に帰って来てよと
言っても、帰れる人と帰れない人が
います。そこはもう個人個人に委ね
るしかないところ。
　ですから、町民の方が「行ってみ
たいな！」というまちづくりが欲し
いですね。ちょっと覗いてみようか
な…と思ってもらえるような、そう
いうまちづくりに関わっていければ
なと思っています。そういう情報提
供ができるようになれば、そこから
また新しく始まっていくものがある
はず。そういうきっかけになるよう
なまちづくり──。これは自分の生
きているうちにというと無理もある
ので、次の世代に引き継いでもらえ
るようにしていきたいですね。世代

を超えて計画していかないと。」（渡
邉正義 帰町検討委員会委員長）

富岡町と福島大学との歴
史・文化等保全活動に関す
る協定締結

　2015年８月27日、「富岡町と福島
大学との歴史・文化等保全活動に関
する協定書」の締結が福島大学（福
島市）で行われた。これは前年から、
富岡町歴史・文化等保存プロジェク
トチームと福島大学が連携して行っ
てきた、町内の歴史資料の救出・保
全活動を長期的な取り組みとしてい
く上で、画期的意義を有していた。

　この活動は、町にとっても、第二
次復興計画の基本理念とも連動する
不可欠なものであるという認識が深
まっていた。しかし、スタッフ不足
や知識・経験の乏しさなど、今後の
継続に対する不安も大きかった。こ
の協定書は、福島大学と富岡町とい
う組織同士が活動の継続を約したも
ので、プロジェクトチームの職員た

　何が起こっているのか分からないということが、これ
ほど恐ろしいことだとは思いませんでした。震災発生時、
富岡町内の交差点で赤信号のため、ちょうど停車しよう
としたところでした。車体の揺れに、タイヤのパンクか
車の故障かと思いましたが、自分だけではなく周囲も揺
れ出し、地震だと認識するより先に恐怖でいっぱいにな
りました。
　震災発生翌朝、近所の皆さんと車列を組み川内村へ向
かいました。その後、田村市内や新潟県内を経て、長野
県松本市内で暮らしている次男一家にお世話になりました。
　夫は経営している会社のこともあり、数日の滞在を経
て福島県内に戻りましたが、私は１か月ほど松本市で生

活しました。その後、相馬市内に住む妹一家のもとを経て、
平成23年６月、夫が経営する会社の事務所にほど近い田
村市内の借上げ住宅に移り現在に至っています。富岡と
は違い山に囲まれ、冬は寒く雪が多い土地ですが、私は
寒さをあまり気にしないほうなので苦にはなりません。
　私は、避難により町を離れるまで、婦人会、三味線、
民謡や童謡など、様々なサークル活動や習い事に参加
していました。三味線などは一人でも練習はできます
が、時には皆さんと集まって、話に花を咲かせる時間が
楽しく充実していたものでした。避難後しばらく、以前
のような活動はできませんでしたが、田村市に移って以
降、富岡町民が比較的多く集まる郡山市やいわき市など
で、そうした活動が再開されたと聞き早速、連絡をとっ
て参加させていただいています。
　８月８日、いわき市で第33回いわきおどりが開催され、
121チーム６千人を超える皆さんと「さくら富岡」チームと
して、「どんわっせ」の掛け声と共に参加させていただき
ました。
　生まれ育った故郷に戻りたい気持ちに変わりありませ
んが、仲間と少しでも楽しく前向きな時間を過ごしてい
こうと思います。

広報とみおか　桜通信［抄］

遠藤 スゞ子さん　（下千里）
［平成26年９月号］

自分らしさを取り戻す
ために
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ちにとっても心強いものであった。
　「富岡町震災遺産保全宣言（2016年
３月９日）や震災遺産保全条例（2017
年３月10日制定）もそうなのですが、
こうした活動を担当者個人の思いだ
けにとどめず、組織としてしっかり
責任をもって継続していくかたちに
しているところが、富岡町のすばら
しいところだと思います。
　文化財行政の現場では、その高度
な専門性ゆえに、本来であれば担当
者が長きにわたって実務経験を積ん
でいくことが望ましいのですが、実
際には行政一般職と同じように数年
で人事異動があり、短期間のうちに
替わってしまうことがよくあります。
そうなると、担当者が交替したこと
で、それまで盛んであった活動が急
速に停滞してしまうことだって起こ
りうるのです。私たち大学の教員は
同じところに長くいることが多いの
で、できればずっと活動を継続して
いきたいと思っているのですが、自
治体の担当者や組織の考え方が変

わってしまえば、どんなに続けたく
ても断念せざるを得ないことだって
あるわけです。
　富岡町はそういう先のことまで見
越して、大学と協定を結ぶ、震災遺
産保全条例を制定するなどのかたち
をつくることで、担当者が替わって
も活動が持続できるような仕組みを
整えている。プロジェクトチームの
中心となっている職員の方たちが周
囲の理解と協力を得ながら、自分た
ちの理想を一歩一歩着実に実現させ
ている。いずれも富岡町の優れたと
ころだと思います。
　長期避難による地域と住民の分断、
歴史や文化の断絶、アイデンティ
ティーの喪失といった危機感をバネ
に、富岡町が全国に先駆けて取り組
んでおられる地域の歴史・文化遺産
および後世に経験と教訓を伝える震
災遺産の保全と継承の取り組みは、
これからの日本の文化財行政を大き
く変えていく可能性をもっています。
もしそうなれば、震災・原子力災害

福大の学生による保全活動福島大学との歴史・文化等保全活動に関する協定締結

の被災地の経験が本当の意味で活か
されることになるのではないでしょ
うか。
　私たちもできるだけ長く富岡町を
支援していきますので、今の協力関
係が少しでも長く続くことを、そし
て私たちの活動に一人でも多くの町
民が関わっていただけるようになる
ことを心から願っています。」（阿部
浩一教授）

　2016年までの２年間で、町内の寺
社や旧家などから10,000点以上の歴
史資料を保護し、同時に、震災資料
を収集した歴史・文化等保存活動
の成果は、このあと企画展「富岡町
の成り立ちと富岡・夜の森」／「富岡
町震災遺産展～複合災害とこれから
～」の同時開催（2016年３月９日―14
日／いわき明星大学）、企画展「ふる
さとを想う まもる つなぐ ～地域の
大学と町役場の試み～」（10月９日―
31日／福島大学）などで披露される。
そして全国で初となる富岡町震災遺
産保全等に関する条例の制定（2017
年３月10日）、ひいては富岡町アー
カイブ施設検討会議（2016年７月15
日設置）での検討を経て、富岡町の
アーカイブ施設設置基本構想に関す
る提言（2017年10月30日）へと展開す
るなど、富岡町の地域資料保全・震
災遺産保全の取り組みが続いている。

アーカイブ施設のイメージ
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未来へと つながれ ひろがれ 富岡町

　「マスコットキャラクターを通じて、町民や行政、富岡を
応援していただける方々が緩やかに繋がり、それぞれが自
由な立場で町との接点を維持・創造していく」という趣旨の
もと、富岡町は町のシンボル検討委員会を立ち上げ、2015
年９月から10月にかけてキャラクターデザインを、11月
にはその愛称と町のキャッチフレーズを全国募集した。
　キャラクターデザインには総数399点の応募があり、里
見節子さん（大阪府）の作品が、愛称は427点の応募の中か
ら利光澄子さん（大阪府）の「とみっぴー」が最優秀賞に選ば
れた。キャッチフレーズは342点の中から内河江美子さん

（神奈川県）の「未来へと つながれ ひろがれ 富岡町」が最優
秀賞に決定、2015年12月14日に発表・制定された。
　最優秀受賞者はすべて県外からの応募だったが、その
きっかけをたずねると次のようなコメントを寄せてくれた。

● キャラクターデザイン部門：里見 節子 さん（大阪府）
「富岡町の動画で山積みになったフレコンバッグを見て災
害の深刻さを感じ、そこから何か協力できないかと思いま
した。」

●愛称部門：利光 澄子 さん（大阪府）
「応募チラシの写真が魅力的で目を引かれて応募しました。
震災前はこんなにきれいな風景だったのかと想像し、いつ
か富岡町に行ってみたいと思いました。」

●キャッチフレーズ部門：内河 江美子 さん（神奈川県）
「福島県には知人が多くおり、復興には大変関心がありま
した。少しでも復興の力になれればと思い応募しました。」

　2016年１月４日、郡山事務所で行われた町長年頭訓辞
の席上、とみっぴーが初登場。続く10日の成人式にもお
祝いに駆け付けたが、正式な町民への御披露目は１月22
日の賀詞交換会で行われた。
　以降、とみっぴーは、各種町行事への参加ほか「町ホーム
ページ」「とみっぴー公式フェイスブックページ」「広報と
みおか」「とみっぴーラジオ（ラジオ福島）」などの各種メ
ディア、グッズ／アイテム類を通じて、災害復興計画（第二
次）の策定で復興への歩みを本格化させた富岡町の情報発
信と町民の思いをつなぐメッセンジャーとして急成長、と
みっぴーの頭に鎮座する“ご先祖様”の教えも大きな力と
なり内外四方八方を飛びまわっている。

富岡の、富岡への、心をつなぐ！

全国公募して制定
富岡町公式マスコットキャラクター「とみっぴー」

富岡町キャッチフレーズ「未来へと つながれ ひろがれ 富岡町」
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　遠い昔から、大倉山にはセキレイの妖精が住んでい
た。妖精は、自然豊かな町とそこで暮らす人々が大好き
だった。
　桜の季節やお祭りの時などは山の上から、まれに町へ
降りてくることもあり、子どもたちがほおばるワタアメを
羨ましく眺めたり、火祭りでは、「センドウ、センドウ」と山
間に轟く勇ましい男たちの声に心躍らせ、森の友だちと
真似をしたりして遊んでいた。とってもシャイな妖精で、
人々の目に止まることはなかった。
　ところがある日…、麓の町の灯りが消え、人々の声が
消えてしまい、妖精はとても淋しくなった。今までで一番
悲しいことだった。
　そこで妖精は、町の灯りを取り戻すため、小さな翼で
散り散りになった町の人々に会いに行くことに決めた。
もう、シャイなんて言ってられない！　みんなに会いに行
くためには……

＊大倉山（595.4m）
　町中心部から真西、西の川内村、南の楢葉町との境界域にある富岡
町の最高峰で、山頂に木花咲耶姫命が祀られ古くから地元の信仰の対
象とされてきた。山の南側を東西に走る山道は「塩の道」と呼ばれ、昔は
浜通りと中通りの交流の重要なルートだった。山の西側には大倉山森林
公園として遊歩道等が整備され、ハイキング登山などで親しまれていた。
山頂からは富岡町と太平洋を一望する。

ストーリープロフィール
とみっぴーとみっぴー
富岡町マスコットキャラクター

愛称の由来
富岡町の幸せ（ハッピー）を願う想いを込めて「とみっ
ぴー」。富岡町の想いを全国に発信し、元気にどこへ
でも飛んで行くキャラクターとして、親しみやすく可
愛らしく！

デザインのモチーフ 富岡町の鳥「セキレイ」。頭には町の花「ツツジ」を飾っ
ている。

生年月日 10 月３日　午後

年齢 不詳

性別 （妖精なので）なし

性格 シャイ、寂しがりや、頑張りや、聞き上手

趣味 歴史・文化を学ぶこと、富岡町のみんなと遊ぶこと

好きな食べ物 ワタアメ

将来の夢 富岡町に再び灯りと人々のつながりを取り戻すこと

チャームポイント どこへでも飛んで行ける羽、何か言いたそうな口ばし

生まれたところ 大倉山（おおくらさん）＊

出没するところ 富岡町民が集まるところ

すぐにも飛び出しそうな完成度だったっぴ！

広野町のひろぼー（左）、
友好都市・埼玉県杉戸町のすぎぴょんと
おともだちになったっぴ！

とみっぴックス！とみっぴックス！
T O M I P I X生まれたばかりの

とみっぴー（応募作原画）
生まれたばかりの
とみっぴー（応募作原画）

４コマまんが
「とんでけ！とみっぴー①」
４コマまんが
「とんでけ！とみっぴー①」

とみっぴー新聞発刊！とみっぴー新聞発刊！

とみっぴー
Facebook
とみっぴー
Facebook

とみっぴー
LINE スタンプ
とみっぴー
LINE スタンプ

2016年11月3日
杉戸宿400年記念の
杉戸町「宿場まつり」に飛んで行き
古谷松雄町長にごあいさつ

2016年11月3日
杉戸宿400年記念の
杉戸町「宿場まつり」に飛んで行き
古谷松雄町長にごあいさつ

2017年12月1日　
絵本「大倉山のとみっぴー」発刊
2017年12月1日　
絵本「大倉山のとみっぴー」発刊

2016年4月9日
とみっぴーと仲間たち
2016年4月9日
とみっぴーと仲間たち

広報とみおか 2016年10月号は、
とみっぴー誕生日記念企画
特別号

広報とみおか 2016年10月号は、
とみっぴー誕生日記念企画
特別号

 2016年10月2日
「ふたばワールド」（葛尾村）では
ふなっしーとコラボ

 2016年10月2日
「ふたばワールド」（葛尾村）では
ふなっしーとコラボ
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山のみどりの呼び声に

富岡川をさかのぼり

満ちみちる季節のちから

その生命の喜びをとりもどす
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３ 帰町開始への助走
──町内生活基盤の復旧整備が加速

富岡町
復興・再生のあゆみ

2016（平成28）年度
4月 9日 富岡町復興への集い2016

10日 本岡地区農業復興組合設立
14日 熊本地震が発生
17日 •�町内下千里・沼名子地区

の農地を保全管理してい
く農地管理組合が発足

•�富岡町消防団の春季検閲
19日 町立とみおか診療所建設開

始
25日「廃炉国際共同センター　国

際共同研究棟」起工式
29日 特例宿泊（第３回目）

５月 27日 オバマ米大統領が広島訪問
6月 1日 第２回富岡町防災会議

8日 農業復興実施計画検討委員
会設置

20日 副町長が２人体制に
7月 4日 環境省　帰還困難区域の桜

並木等除染計画を示す
6日 復興拠点として位置付けた

曲田地区で、災害公営住宅
の起工式を実施

7日 町内曲田地区で災害公営住
宅の安全祈願祭

11日 町除染検証委員会がフォ
ローアップ除染後を徹底調
査実施

15日 富岡町アーカイブ施設検討
町民会議設置

21日 町内帰還環境の現状を評価
する帰町検討委員会が第１
回の評価を町に提出

27日「富岡復興メガソーラー・
SAKURA」起工式

31日 平成28年度町政懇談会（東
京品川区）

８月 ３日 平成28年度「とみおか絆の
集い」

５日 リオデジャネイロ五輪開幕
6 ～
7日

平成28年度町政懇談会（い
わき市・郡山市）

８日「象徴としてのお務めについ
ての天皇陛下のお言葉」

中旬
～
帰還困難区域内一部先行除
染開始

31日 国が「帰還困難区域の再生に
関する基本方針」を提示

9月 1日 �平成28年度富岡町敬老会
（郡山市）

8日 平成28年度富岡町敬老会
（いわき市）

10日 麓山神社の復興記念式典
15日 富岡消防署臨時拠点24時間

常勤体制開始
17日

～
帰還開始に向けた準備宿泊
開始

21日 東電と政府、農林業の賠償
の方針を提示

　一般会計当初予算 198億６千万円、
特別会計予算を合わせた総額 279
億６千万円と過去最大を更新する予
算編成で臨んだこの年、町は「富岡
町の発展を見据えた“心”と“ふるさ
と”再生の加速化」を基本に３つの取
り組み方針を掲げた。

１．�ふるさと富岡での生活を見据え
た環境作りの加速化

　・ 放射線情報システム構築などの
除染及び放射線管理事業

　・ JR富岡駅周辺整備などの生活
インフラの整備事業

　・復興拠点整備事業
　・ 学校機能回復や福祉施設等の復

旧など教育・福祉体制構築事業
など

２．�町民一人ひとりの心の復興に向
けた生活と誇りの再建

　・ 既設事業に加えての避難生活支
援事業

　・ 「第３の道」アクションプランの

作成
　・復興まちづくり会社の設立
　・震災の記録等の収集・保存・伝承
　・ タブレット端末等の情報発信の

充実　など

３．�ふるさと富岡の発展を支える産
業と交流基盤の再生

　・ 複合商業施設整備などの商業再
生や農林水産業の支援

　・ 富岡工業団地の拡充、企業誘致
の強化などの新たな産業基盤形
成事業

　・ 文化交流センター「学びの森」の
機能回復など交流基盤の再生事
業　など

　引き続き特例宿泊が実施された４
月、帰町して生活するための絶対条
件ともいうべき医療体制の拠点とし
て「町立とみおか診療所」建設が着工、
10月１日の開所となる。
　５月にはふるさと生産組合が、町
内下郡山原下地区の水田でこの年で

特例宿泊から準備宿泊へ ─ 高まる行き交い

　前年度３月の「帰町計画」策定直後、春の彼岸に合わせて初めて実施され
た「特例宿泊」には22世帯35人が参加し、５年ぶりのわが家で思い思いの夜
を過ごした。遠ざかってしまった町が少しずつ近づいてくる、その足取りを、
町民も感じ始める。国道６号をはさんだ東西の曲田・岡内両地区を中心に、
復興先駆け地区での町内整備に拍車がかかり、工事関係者ばかりではない
人の姿、車の出入りが目に見えて増えていった。
　除染検証委員会、帰町検討委員会など帰町にむけての評価活動とともに、
防災会議や農業復興実施計画検討委員会など、その先に向けての必要な準
備と整備が進めらていく。
　こうして“帰町”への取り組みが本格化していたさなかの８月８日、「象徴
としてのお務めについての天皇陛下のお言葉」（ビデオメッセージ）がテレビ
放映された。国民の思いに寄り添うことを全身全霊をもって果たすことを
象徴の務めの一つと考え、全国に足を運びつづけてきたとのお言葉は、災
害復興計画（第二次）策定を通じて何度も確認しあった町民一人ひとりへの
寄り添いの基本と響き合って、その言葉の意味の重さをあらためて思い起
こさせてくれるようだった。また、平成の足取りを感銘深くふり返らせて
くれながら、私たちが直面している言い尽くせない苦難が決して私たちだ
けのものではなかったことにも思い至らせてくれるようだった。

平成28年度　2016.4.1-2017.3.31

「
復
興
・
再
生
」へ
の
町
民
協
働

第
Ⅰ
章
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３年目となる実証栽培の田植え、６
月には農業復興実施計画検討委員会
が設置されるなど、各地区の農業復
興組合の設立、農地保全作業などと
も相まって営農再開への取り組みに
も本腰が入ってゆく。
　にぎわいづくりの中心となる複合
商業施設には「ヨークベニマル」「ダ
イユーエイト」の出店が決まり町と
の協定が結ばれるなど、復興拠点の

形もみるみる具体化していった。こ
うした加速につれて役場業務も増大
したため、６月20日から副町長が２
人体制となる。
　曲田地区に整備される災害公営住
宅の工事が始まっていた７月21日、
帰町検討委員会は町内への帰還環境
の現状を評価する第１回の報告を町
に提出した。これは３月に策定した

「富岡町帰町計画」に示された「帰還

に関する考慮要件」に基づいて行っ
た帰還環境の現状評価で、内容は『町
民のニーズに柔軟に対応し生活環境
を・充実させる、特に局所的に線量
が高い箇所の再除染追加除染は実効
性のある確実な対応を求める』もの
で、帰還困難区域についても、将来
展望ができるような環境回復への早
期対応を求めていた。
　除染については、この評価に先
だって５月20日、除染検証委員会が
第２回となる中間報告を提出。この
中で、除染対象地域全体の空間線量
率は除染前に比べて約54％まで低減
したが、未実施箇所や除染後も線量
が高い箇所があることなどが課題と
して、次の４項目の緊急提言（第２
回）を行っている。

富岡町除染検証委員会緊急提言
（2016.5.20）
１） 居住制限区域と帰還困難区域の

境界付近の空間線量率低減
　（ 生活圏の空間線量低減及び町民

の不安解消の観点から、帰還困
難区域側の相当程度の範囲の除
染を早急に実施する必要がある。

ガンマ線可視化カメラによる住宅地での線量測定

　卒業式を終え、高校が始まるまでの間、中学生として
最後の思い出づくりに何をしようかと考えていました。し
かし、その当日に被災し、翌日から原発事故で町外避難
となり、卒業式が中学生活だけでなく、富岡町で最後の
思い出となってしまいました。
　町を離れてから、一時、郡山市内の親戚宅に身を寄せ
ました。しかし、いつまでもお世話になるわけにもいかず、
郡山市周辺で避難所として開放された宿泊施設などを家
族で転々としました。私の進学予定先は町内にある富岡
高校で、進学がどうなるのか心配でしたが、避難中の生
徒に対する特例措置により、あさか開成高校に入学しま
した。

　高校入学後、２年の１学期まであさか開成高校に通い、
同２学期からいわき市内で開校している富岡高校に転入
しました。郡山市内で生活している家族の元を離れ寮生
活となり、数か月間在学しましたが不慣れな生活で心身
ともに疲れてしまい、再び家族の元に戻り、郡山市内の
高校に再転入しました。
　高校に入学してから落ち着かない日々を過ごしました
が、あっという間に３年生になり、進路を選択する時期を
迎えました。私は子どもに接するのが好きなので、子ども
に関わる仕事に就きたいと思い、高校卒業後は仙台市の
専門学校に入学しました。
　今年１月の富岡町成人式では新成人の一人として出席
するだけでなく、実行委員として関わりました。実行委員
会は、富岡一中・二中それぞれの卒業生から構成されま
すが、会の立ち上げにあたって、私を含め複数の卒業生
に声が掛かったそうです。二中からは私一人でしたが、一
中の皆さんにもいろいろカバーしていただき、式や懇親会
などをスムーズに進めることができました。開催当日まで
いろいろ大変なことはありましたが、中学卒業以来５年ぶ
りに同級生やお世話になった先生方とお互い笑顔で再開
でき、今は実行委員を引き受けて良かったと思っています。

広報とみおか　桜通信［抄］

先崎 梨花さん　（夜の森駅前南）
［平成28年５月号］

笑顔で再開できた
成人式に感謝
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帰還困難区域全体の除染実施計
画の早期策定も急務）

２） 徹底したフォローアップ除染の
実施

　（ 多数存在する局所的高線量箇所
の徹底除染。特殊舗装について
の舗装打ち替えも含めて効果的
かつ合理的な追加除染の必要）

３）森林除染による空間線量率の低減
４） 土壌調査の結果を踏まえた農地

等の追加除染
　（ 濃度が高い土壌の追加除染。作

付の品種により放射性物質の移
行係数は違うが、どんな作物を
栽培しても確実に基準値未満に
なるよう徹底した除染が必要）

　この緊急提言を受けて、町と町議
会は政府にかさねて要望書を提出し
ていたが、帰町検討委員会による評
価は、これらをさらに町民の立場か
ら一人ひとりの意向に応じ、より徹
底して実施することを求めたもの
だったといえる。

「除染は国、環境省で実施しますが、
完了しましたよと言っても抜けてい
るところがあります。それを現場に
行って線量の測定器を当てながら検
証するわけです。
　例えば、雨が降ると水が枝から幹
を通り、木の周辺が高くなることを
今なら皆さんわかっているけれども、
当時はなかなかそういうことすらわ
からない。感覚的に持っていません
でした。
　そういうことを現場で検証確認し
て、ここはただ草を取っただけでは
土の中に固定化されるのでダメ、土
ごと取っていかないと線量は下がら
ない──ということを委員会で検討

しながらやっています。役場に、こ
のようなところは高くなりますよと
いうことを示しながら、役場は役場
でちゃんと動き、環境省も独自にい
ろいろ情報を得ながら、ホットス
ポットを見つけてはそれをつぶして
いく。それが除染の徹底ということ
です。
　とはいえ完全になくすることはで
きません。よく言うのですが、放射
能がなくなるものというのは、半減
期しかないわけですよね。だんだん
数字が下がっていくような。
　それに、除染をどこまでやるかと
いうのは、実は結論がなかなか出な
い問題です。いわゆる１mSv（ミリ
シーベルト/年）という基準がありま
すが、では0.23μSv（マイクロシー
ベルト/ｈ）に対応しているのですか
というと、明確な答えは誰も出せな
いのです。
　いずれにしても、なるべく低くさ
せる。そのためには効果的な除染、
ホットスポットはなるべく少なくし
ていくということです。
　あとは、表土を剥げば下がること
はわかっているわけですが、それを
ゼロにするとなると、ただ除染土壌
が増えるだけになって中間貯蔵があ
ふれてしまう。実際に測定してみる
と、３㎝剥いだ場合と５㎝の場合で
はあまり変わらないことがわかりま
した。だったら後始末のことを考え
て、そういう科学的な根拠を踏まえ
て、どこまでにしようとか。検証と
いいながら、見極め作業のようにな
るわけですね。
　そのほか問題は、森林除染をどう
するかとか、ため池はどうするかと
か、そういうことも議論の中に入っ
てきます。なかなか結論は難しいと

富岡町
復興・再生のあゆみ

9月 29日 富岡町立とみおか診療所開
所式

30日 •�放射線に関する不安の解
消に向けて長崎大学との
包括連携協定締結

•�とみおか放射線情報まと
めサイトオープン

10月 1日 町立とみおか診療所が診療
を開始

11日 複合商業施設の名称が「さく
らモールとみおか」に決定

16日 富岡消防団の秋季検閲
24日 町災害公営住宅第２期分の

基本協定締結
25日 •�国が「平成29年1月の避難

指示解除」を提案
•�人と町とのつながりアク
ションプラン策定

26日 交通環境の充実に向けて、
路線バス運行に関する協定
を締結

11月 1日 復興公営住宅「平沢団地」入
居開始

2日 平成28年度富岡町戦没者追
悼式・慰霊祭

5日 平成28年度町政懇談会開催
（下期）

24日 国が「平成29年1月の避難指
示解除」案を取り下げ

25日 複合商業施設「さくらモール
とみおか」一部オープン

12月 19日 米大統領選でドナルド・ト
ランプ当選

1月 8日 平成29年富岡町成人式
10日 国が「平成29年4月1日の避

難指示解除」を提案
12日「富岡町サポートセンター平

沢」開所

13日
～
避難指示解除にかかる行政
区長会及び住民説明会（全5
回）

18日 富岡町災害公営住宅（第二
期）建設工事開始

20日 トランプ米大統領就任
29日

～
避難指示解除にかかる住民
説明会開催

2月 7日 国に対して復興に向けた緊
急要望

17日 宮本町長が「本町の一部の避
難指示解除時期を平成29年
4月1日とする」と判断

2016（平成28）年度

これまで15回行われた除染検証委員会除染検証委員による現地調査
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ころがあります。
　森林も、家があれば家の周辺の里
山的なところの20mや10mを除染し
ます。そういうところも実際に行っ
てみて、もう少し取ればもっと下が
るところを、委員会から「ここはもっ
とやったほうがいい」ということを
町を通して環境省に要望していくこ
とになります。

　問題は夜の森地区ですが、あそこ
は家がすごく多いわけです。それで
道路を１つ隔てて、こちらは解除し
ましたがこちらは帰還困難区域だか
ら除染もしませんという話はないわ
けです。ここは解除したから住んで
もいいですよと一方で言っていなが
ら、道路ひとつ隔ててフェンスがあ
り、こちら側は全然やっていない状

況。これは実際に皆でその家に行き、
こんなことはおかしいよねという話
になるわけです。
　それを提言の形で町長さんに出し、
町から環境省に申し入れをして、少
なくとも20mは帰還困難区域側だけ
れども先行的にやりましょうという
ところに結び付いて行ったというこ
とです」（除染検証委員会  河津賢澄
委員長）

　町からの要望を受けて７月、帰還
困難区域の桜並木と夜の森公園、桜
並木への主要接続道路の端からおお
むね50mなどの一部除染実施計画が
環境省から示された。８月末から、
先行して居住制限区域との隣接部か
らおおむね50m範囲の除染が開始さ
れたが、町ではさらに帰還困難区域

全体の除染を要望している。  
　除染検証委員会による検証は今も

（2018年11月現在）も続いているが、
2016年10月４日には総括的な報告書
を提出、早期帰還を望む町民のため
の環境回復は概ね達成されていると
した。この報告書は「富岡町帰町検
討委員会」での、「2017年４月１日避
難指示解除」受け容れへの大きな判
断材料となった。しかし、この総括
報告書にも「町民の安全安心のため
の提言」が盛り込まれており、あく
までも町民の気持ちに寄り添った真
摯で丁寧な施策の継続を除染検証委
員会は求めている。

　大学を卒業し社会人になりたての私の
生活は富岡町から始まりました。２年間過
ごした岡内の新築アパート、残業帰りに立
ち寄ったコンビニ、仲間と利用した近所の
居酒屋。そして何よりも、澄み渡った青い
空に遠くまで映える満開の桜、そこに集う
人々の笑顔。若かりし頃の大切な思い出が
たくさん詰まった町でした。

その町が震災・原発事故災害の中から本
格的な復興へと立ち上がろうという時に副
町長という重責を担うことになるとは──
その奇縁を感じながら務めさせていただい
た３年半でした。ちょうど汚染水の問題が
深刻化するなど、原発事故後の大きな混乱
がまだまだ続いているさ中の着任から、第
２次災害復興計画の策定、復興拠点の具現
化、そして帰町時期の判断へと、宮本町長始
め役場の皆さん、そして、町民の皆さんとと
もに全力で打ち込んだ日々は、生涯忘れ得
ぬものとなりました。

町民と役場若手職員で構成された検討委
員会での100時間に及ぶ議論を経て、どの
道を選んでもつながり続けられる町という
理念を打ち出した第２次災害復興計画。想
像力あふれる議論と会議室の熱気が今でも
鮮明によみがえります。私と同年代の方も
多く、仕事を離れての交流も含めいろいろ
な話を聞く機会にも恵まれ、その後の復興
事業の構築にもつながる多くのアイデアや
ヒントをいただきました。
この他にも、言葉に尽くせぬほどの実に

様々な場面で、「古里を何とかしたい」、「富
岡町が好きだ」という強い思いを持ちなが
ら、困難な中にあっても前を向いて進む多く
の町民の皆さんの姿に幾度となく感銘を受
け、勇気や元気を分けてもらったことを思い
出します。改めて振り返ると、富岡町の強み
はたくさんありますが、もっとも誇るべきは
何と言っても「人（町民）」であると考えます。

副町長退任後も行政に携わる者として噛
みしめているのは、あの時に築かれた役場と
町民の皆さんとの関係、真の協働を、ぜひ活
かし続けて欲しいということです。役場は
批判の対象であってはならないと思います。
むしろ「役場はなかなかやるね」「自分たち
の取組やアイデアが活かされた」と感じても
らう。その積み重ねと信頼関係が、次の世代
につながる町の大きな原動力や一体感を生
み出すと思っています。そして、これまでの
富岡町の復興に向けた歩みも、そうやって町
民の皆さんと一緒に形にするということを
積み重ねてきた結果であると信じています。

震災・原発事故から８年が経過しますが、
帰還困難区域の再生を始めまだまだ課題も
多く、復興の道のりは決して短くはありま
せん。しかし、その歩みは着実に前に進ん
でいることを実感しています。立場も変わ
り少し離れたところにおりますが、私にとっ
て第二の古里である富岡町の復興にこれか
らも関わってまいります。また皆さんとお
会いできる日を楽しみにしていますので、
その時は、是非お声かけください。

齊籐 紀明さん

福島県　生活環境部
生活環境総務課　企画主幹

2013年10月１日から2017年
３月31日までの３年６か月、
富岡町副町長を務める。

富岡町の
皆さんと

共に

MESSAGE
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町民の安全安心のための提言
（「富岡町除染検討委員会報告書」
2016.10.4より）
○町内放射線量モニタリングの実施
と公表
・町民の安全安心のため、町内の空
間線量調査や土壌調査等の結果に
ついては継続的に実施し、解りや
すく町広報紙やホームページ等を
利用し公表することが必要である。

○被ばく線量管理体制の構築
・町が所有する個人積算線量計等を
活用し、継続的な町民の被ばく線
量管理を実施し、長期的な町民の
健康を見守っていくことが重要で
ある。

○相談窓口の設置及びリスクコミュ
ニケーション活動の推進
・放射線に関する相談窓口を設置し、
町民からの相談に対して常に真摯
に向き合い、町民の立場に立った
丁寧な対応が求められる。
・定期的に放射線に関する「学習会」
や「座談会」等を開催し、町民の放
射線に関する知識の向上や理解促
進に努めることが重要である。

健康で安心して暮らせるま
ちづくりの先駆け──町立
診療所

　町が、町民が、長い避難生活を強
いられた要因のひとつは、健康に安
心して暮らせる環境を奪われたこと
だった。町への帰還は、かつてあっ
た生活のためのライフラインの復旧
は当然のこととして、除染の効果と
ともにその環境が整備されたと認め

られることが最大の条件となる。あ
る意味では、かつては当たり前だっ
た以上の入念細心の健康・安心への
施策を必要とする。2016年３月に策
定された行動計画「富岡町保健・福
祉アクションプラン」はその重点事
業として、次の12事業を優先的実施
に掲げていた。

（１）町立診療所の整備
（２）�双葉郡内への二次救急医療拠点

の構築
（３）高齢者等復興共同住宅の整備
（４）�養護老人ホーム、特別養護老人

ホームの再開
（５）�舘山荘デイサービスセンターも

とまちの再開
（６）�居住介護事業所（居宅介護サー

ビス）の再開
（７）放射線に対する相談窓口の設置
（８）地域包括センターの設置
（９）帰町者の見守り体制づくりの構築
（10）日常生活支援事業の実施
（11）福祉・介護を支える人材育成
（12）子育て支援拠点整備の推進

　（１）（２）は町民の特例宿泊や準備
宿泊（９月17日開始）の実施とともに、
早急な整備が求められていた医療体
制の確保だ。
　10月１日、その先駆けの「町立と
みおか診療所」が診療を開始する。
所長には、町内唯一の病院として地
域医療の支えとなっていた今村病院
の院長だった今村諭医師が就任。初
日から救急患者が相次ぐなど、医療
が再生した心強さと安心を印象づけ
た。入院や手術が必要となる患者に
対応できる二次救急医療施設につい
ては「県立ふたば医療センター附属
病院」の整備が決まっており（2018年

富岡町
復興・再生のあゆみ

2月 23日 富岡町農業アクションプラ
ン策定

3月 1日 富岡駅前交通広場供用開始
県立富岡高等学校で、休校
前最後となる卒業式

6日 富岡町役場本庁舎順次再開
10日 原子力災害対策本部会議で

「居住制限区域及び避難指示
解除準備区域の避難指示解
除」が決定

11日 平成29年　富岡町東日本大
震災慰霊祭

23日 富岡町大玉仮設診療所・仮
設店舗　閉所式

30日 •�「さくらモールとみおか」
グランドオープン

•�双葉警察署本署機能を富
岡町に移転

31日 •�富岡町災害公営住宅（第一
期）の竣工式

•�自主避難者への住宅無償
提供打ち切り

2016（平成28）年度

ふたば医療センター附属病院舘山荘デイサービスセンターもとまち
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４月開院・24時間365日対応）、富岡
町は新たに双葉地域医療体制の拠点
に位置づけられることとなった。

　「町からは診療所の話の前に、今
村病院再開の依頼を受けたことがあ
りました。しかし資金や人員の面か
ら無理で、お応えできませんでし
た。とはいえ、かかりつけだった方
から“先生の胃腸薬でないと調子悪
いので教えて”とか“こんな症状なん
だけれどどうすればいい？ ”、“先生

どこにいるの”などの電話をいただ
き、待っていてくれる人がいること
を痛感しました。また“一生診てく
れ”と頼ってくださっていた方との
関係を断ち切られたという無念さも
あり、町に戻る方法を模索していま
した。そこにあらためてこの町立診
療所の打診がありましたので、ふた
つ返事でお受けしました。事業委託
というかたちで運営させていただい
ています。
　10月１日９時の開院と同時に救急

車が入ってその処置からの診療開始
となり、遠くから一番乗りで来てく
ださっていた元患者さんを待たせる
ことになってしまいました。町の現
状と一人で診察していく問題など、
初日から考えさせられました。
　とはいえ、“先生が来たので、そ
れだけで安心で血圧が下がったん
だ”なんて言ってくれる人もいます。
今村病院での20年間の付き合いが
あって、お互いに知っている。自分
の体のことを全部知ってくれている、
という感じで言ってくれたりする人
が多いので、皆さんの安心になって
いるのかなという気持ちでやってい
ます。
　多少遠くから、いわきとか郡山と
かに避難していながらも、一時帰宅
しながら受診してここでお薬をも
らっていった方が、よそで一から説
明しなければならないというよりは
いいのかな、と。
　それともう一つ、ここにいいタイ
ミングで診察に来ると昔なじみの人
と会えたりするので、話に花が咲く。
そういうサロン的な役割も大きいか
なと（笑）。

町立とみおか診療所診察室

　震災当日に中学校を卒業し、その翌朝、原発事故によ
る避難指示で、まるで追い立てられるように富岡を離れ
ました。県内を転々とした後、郡山市内の親類宅に身を
寄せました。
　避難する数日前に、志望していた県立原町高校の入
学試験を受けたため、しばらくしてから合格しているこ
とを知りました。原町高校のサテライト校は郡山市内に
も開設されることになりましたが、他校に間借りするた
め肩身が狭い思いをするのではという心配があったため、
県立郡山高校の編入試験を受験し、約１ヵ月遅れで高校
生活が始まりました。
　当初は学校に馴染めるか不安でしたが、同級生たちは

区別なく迎え入れてくれました。また、原町高校入学予
定だった同級生もいて、同じ境遇同士、心強さのような
ものを感じました。
　部活動では中学時代から続けていたテニス部に入部し、
２年生の時に部長を務めました。先の見えない避難生活
による不安から始まった高校生活でしたが、幸い、同級
生をはじめ仲間に恵まれたこともあり、無事に卒業まで
過ごすことができました。
　平成26年春、高校を卒業して日本大学工学部機械工学
科（郡山市）に入学しました。中学・高校と取り組んでき
たテニスも続けています。子どもの頃から物作りや自動
車などに興味があったため、この学部に進みました。今
年は３年生になり、より専門的な勉強をするため、計測・
診断システム研究室に所属し、工作機械や３Ｄプリンター
について勉強しています。
　今年、成人式を迎えました。避難後５年ぶりの再会と
なった同級生もいましたが、互いに頑張っている様子を
感じることができました。将来は機械メーカーヘの就職
を希望していますが、それが直接的に富岡の復興に結び
つくものかは分かりません。しかし、仕事を通して少し
でも社会に貢献しながら、故郷に思いを持ち続けること
が、私なりの復興に寄与する姿なのかと思っています。

広報とみおか　桜通信［抄］

山口 健太郎さん　（西原）
［平成28年11月号］

得意分野で、故郷の
復興に貢献したい

48

富岡町震災の記録_19.indd   48 2019/03/15   11:46



　逆に言うと、病院をやっていた頃
は忙しくて、診察をして必要ならば
検査をして帰っていただくというこ
とで、そんなにお話はできない、時
間を取らない診察でした。それが今
は時間があるので、ゆっくり避難中
の話とか、ほかの家族の人はどうし
ているのとか、お話ができるように
なっている感じです。

　開院して２年の現在、診察に来ら
れるのは一日40～50人でしょうか。
その３分の２は工事など作業の人た
ちの健診で、残りが普通の診察です。
内容的には、交通事故や労災。町民
の方については高齢者夫婦や単身の
人が多いので、２週間処方として服
薬管理、安否確認をするようにして
います。
　問題なのは、やはりどちらかが体
調が悪くての老老介護とか認知症介
護、物忘れが出ているとか、熟年離
婚とか…。
　とかく様子を見続ける必要があり
ますので、町の見守り隊などの方々
も含めて協力し合ってやっています。
　もう一つの問題は、無床診療所だ
ということです。昔の病院の時だっ
たらちょっと具合が悪くて変だなと
いう場合は入院でケアして、合併症
を見つけたり、必要に応じて治療を
して帰ってもらうということができ
ました。今はそれができないのが大
きな問題です。ちょっと肺炎みたい
なので、本当は入院して休みながら
朝晩点滴した方がよさそうなんだけ
れど、明日も様子みながら点滴に来
てねーっといった、綱渡りまではい
かないのですが不安を持ったまま診
るということが多くなってしまいま
した。

　子どもたちの姿もやっと戻ってき
ました。もともと私は小児科も診て
いました。病院をやっていると、夜
間の救急はほとんどが子どもさんで、
熱を出したり、喘息がひどくなった
子どもさんを診ていました。だから
家族全部、お孫さんから、娘さん、
ご主人、おばあちゃん、おじいちゃ

んまで一家族で診ていたので、皆さ
ん違和感なく来てくれています。
　ふたば医療センター附属病院がで
きましたので、これで病院を再開す
る道は断たれたと実感して、診療所
で頑張ろうと決意しました。医療セ
ンターなどと連携して、ここで一次
医療に全力を尽くす、そのことが町
の人々の安心になればという気持ち
でやっています。」（町立とみおか診
療所　今村諭所長／2018年11月談）

帰町判断　大詰めへ

　10月４日、除染検証委員会は町内
の除染状況及び放射線量の現状と評
価を取りまとめた報告を町に提出す
る。町内の除染の効果を「早期帰還
を望む町民の環境回復はおおむねな
されている」と確認する一方で、「年
間追加被ばく線量１ミリシーベルト
以下」を目指すフォローアップ除染
の継続や、相談窓口の設置など町民
の安全・安心につながる理解促進活

動の実施を提言していた。
　同21日、帰町検討委員会もこの年
７月以降の町の取り組み等を評価す
る第２回評価を町に提出した。早期
の帰還を望む町民のための町内環
境と「帰還開始」の準備は、おおむ
ね整っていると評価。ただし「帰還
開始」が復旧・復興の終着点でなく、
多くの人々が安全・安心に交流して
生活していくためにさまざまな課題
の解決に取り組み続けることを提言
した。
　また、公募で名称が「さくらモー
ルとみおか」と決まった公設民営型
複合商業施設の一部オープンが11月
25日に決定。ダイユーエイト、地元
飲食店（いろはや、浜鶏、おふくろ
フード）、ATMの営業開始が予定さ
れ、帰町判断の材料が揃いつつあった。

　こうした推移を見取って、10月25
日、政府（内閣府原子力災害現地対
策本部）は、町議会全員協議会の席
上「富岡町の居住制限区域・避難指
示解除準備両区域についての解除を
2017年１月中としたい」との案を提

避難指示解除にかかる住民説明会開催

町立とみおか診療所
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示する。町が目指すとしていた「早
ければ2017年４月」の解除（帰還開
始）を３カ月前倒しするもので、根
拠として町立診療所の開所、上下水
道の復旧などとともに、両区域での
追加除染が１月に完了すること、町
除染検証委員会の報告、町帰町検討
委員会の評価などを挙げていた。
　しかし、議員らからは「１月には
町役場の復旧が終わっていない」「追
加除染の結果が示されないうちは帰
還の判断がつかない」など、１月解
除は時期尚早とする意見が相次いだ。
宮本町長は、あくまでも「国の考え
であって、町とすり合わせていない」
とした上で、「ぶれることなく（４月
解除に向けた準備を）粛々と進めて
いきたい」と収めた。
　翌月、国はこの提案を取り下げ、
年が明けた１月10日、「４月１日解
除」を再提案。町は２月17日、「本町
の一部の避難指示解除時期を平成29
年４月１日とする」との判断を行う
こととなる。町民からは、なお時期
尚早の声があることを認めながらも

「本日に至るまでの様々な議論を踏
まえ、町内の生活環境が一定程度以

上の状態になっていること、一刻も
早く、ふるさとでの生活を望まれて
いる方々がおられること、避難指示
解除後においても国の支援の継続を
約束する町・県・国の三者による合
意文書を取り交わすこと、そして何
よりも、これ以上の避難指示の継続
が、ふるさとを未来につなげていく
ことをより困難にするものと考え」
判断に至った、と宮本町長は理解と
協力を求めた（広報とみおか  2017.
３月号）。

「第３の道」への挑戦─
「人と町とのつながりアク
ションプラン」策定

　帰町に向けた準備の成果が次々に
目に見え始めた10月25日、「人と町
のつながりアクションプラン」が策
定された。富岡町災害復興計画（第
二次）の重点プロジェクトを実現す
るための３つ目の行動計画となるこ
のアクションプランは、災害復興計
画（第二次）でとらえた新たなまち
づくりへの豊かな潮目ともいうべ

き「第３の道」からの発展の可能性を
いかに富岡町の未来につながるもの
として実現していくかの実行計画で、
その災害復興計画（第二次）をつくり
あげた町民と町との協働の創意と熱
意をどう持続し、未来のまちづくり
に生かし、展開していくか、その仕
組みを実現する意欲的な挑戦ともい
えるものだ。
　その内容には「町民の"心"の復興」
と「"ふるさと富岡"の復興」は表裏一
体のものであることを見定めつつ、
町外で生活せざるを得ない町民一人
ひとりが選ぶ道を尊重しながらその
生活サポートを継続し、町とのつな
がりを保ち、町内外を問わず富岡を
想うすべての人々の力を"ふるさと
富岡"を未来につなげていくための
取り組みが具体的に示された。

基本方針と取り組みの柱
１．町外生活サポート
○町外生活の総合サポート
　・ 各種証明書のコンビニ交付シス

テム
　・ 町外拠点（窓口業務）などの継続

と充実

　悪いことをしたいという気持ちはさらさらありませんが、
皆さん以上に「悪いことはできない」と思っています。な
ぜなら、双葉郡内をはじめ福島県内にもほとんど存在し
ていない姓（苗字）だからです。子どもの頃から、冗談混
じりに「木谷畑なんて他にいねえんだがら、オメエはワリ
ゴド（悪いこと）できねんだど」と言われてきたせいか、無
意識のうちに「モラルハザード」が常に働いているのかも
しれません。
　私の自宅は杉内で「コウロ」と呼ばれる場所の近くにあり
ます。子どもの頃、木谷畑姓は岩手県など東北北部から先
祖が移り住んだことが始まりと聞かされたことがありました。
　震災後、ある方との話の中でコウロという地名は「高炉」

で、かつて新福島変電所南西側にある山から採掘した鉱
石をもとに製鉄していたのが由来と聞きました。明治維新
の前後に南部藩から「コウロ」に移住者がおり、当家のルー
ツについて、これまで聞いたことがある話と一致する歴史
的事実があることが分かりました。
　また、昨年と今年の大震災周年日に合わせて、千葉の
ＦＭラジオ局の番組に出演し、私たち被災者と故郷につ
いて話す機会がありました。原発事故により故郷は失わ
れたままという生の声を、原発で発電された電気の消費
地であった首都圏の皆さんに、少しでも届けられたかと
思います。
　ヨモギダ設備（株）富岡営業所に勤務していた私は、町
内王塚地区でガスボンベの交換作業中に大地震に遭遇し
ました。町消防団第４分団第１班長として発災直後の対
応に始まり、避難指示による町民の誘導、避難所の運営
などの活動にあたりました。
　避難区域の再編以降、消防団の町内のパトロール活動
に参加しています。避難前、恵み多い故郷を当たり前と
思っていましたが、原発事故の悲惨さ、一度失った故郷
に再び人の営みが蘇ることの難しさについて、パトロール
の道中、改めて感じさせられています。

広報とみおか　桜通信［抄］

木谷畑 一正さん　（杉内）
［平成28年４月号］

故郷のパトロールを
通して思うこと
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　・コミュニティ活動支援
　・安定した住まいへの移行サポート
　・ 生業（町内外での事業再開や就

業をサポート）
　・ 寄り添い（見守り・健康づくり・

子育て）など
○放射線に対する健康サポート
○ 町内不動産の利活用サポート（町

内の土地・建物の環境回復や利活
用などを総合的にサポート）

２．「富岡とつながる“ふるさと”づくり」
　町内に「住む」「住まない」を問わず
富岡を「活動」のフィールドとしてに
ぎわいがふくらむような取り組み、
環境整備を進める。
○ ふるさとへの関心（ネットメディ

アや「広報とみおか」による情報発
信・とみおかアーカイブ事業によ
る発信）

○ ふるさとへの参画・交流（あらゆ
る人々が富岡で活動し富岡を応援
できる環境を整える）

　富岡町復興への切実な思いの開花
を予感させる町民の心の凝縮という
べき意欲的なこれらのプランは、す
でに実施されていたことの継続・充
実ともに、俯瞰して見れば、少子高
齢化のなか未来を模索する地方自治
体の可能性を切り開く先進の思考を
促していた。かつて無い未曽有の災
害を克服する、かつてない発想への
促しだ。
　町内資産の有効活用のための「空
き地・空き家バンク事業」もスター
トした2017年１月、「一般社団法人
とみおかプラス」の設立総会が開か
れた（１月16日）。これは「富岡とつ
ながる"ふるさと"づくり」の中心を
担うべく、町のバックアップにより
町内諸団体、金融機関などで構成・
設立された民間主体の組織で、富岡
を想うすべての人々の力の受け皿と
なるものといえた。内外の人と人・
人と町とのつながりを土台とした未
知のプラス創造、富岡の新しい魅力
づくりとともに、「人と町とのつな
がりアクションプラン」の心臓部を
担うことが期待された。

地域医療と住民の食を支え
た活動に区切り
富岡町大玉仮設診療所・
仮設店舗が閉所

　帰町開始は４月１日との町判断が
発表された２月、「富岡町農業アク
ションプラン」が策定され（２月23
日）、復旧・復興に向けた４つのア
クションプランが出揃った。
　３月１日、最後のバドミントン部
員の卒業とともに富岡高校が休校。
３月６日、役場本庁舎での業務が順
次再開。そして震災からまる６年を
迎えた慰霊祭──。
　また、３月23日、富岡町の長い

「避難」に大きな区切りをつけるべく
大玉村の仮設住宅地にあった富岡町
大玉仮設診療所と仮設店舗「富岡え
びすこ市・場」が閉所の時を迎える。
診療所はビッグパレットで診療を
行っていた医療班が、2011年夏から
活動を開始、仮設店舗は2012年春に
開店、ともに仮設住宅に入居した避
難町民だけでなく人々の大きな支え
となり、親しまれてきた施設だった。

富岡町大玉仮設診療所の５年８か月
　医療班の活動開始を追って2011年
10月に開所となった仮設診療所は、
井坂晶医師、堀川章仁医師、佐藤正
憲医師、新妻学歯科医師の４人で診

療をスタート、富岡町民はもとより、
大玉村地域住民の心と体のケアに当
たってきた。
　その中心的な存在で、帰還開始と
ともに帰町し、自宅だった場所に富
岡中央医院を再建した井坂晶院長は

「現在の診療姿勢は仮設時代に考え
たことの継続」と語り、５年８か月
間に及んだ現地での活動をふり返る。
　「基本になっているのは、ビッグ
パレット内の避難所で診療したボラ
ンティア医療班です。その活動のお
かげで、あの場で亡くなった方はい
ませんでした。それを仮設住宅・復
興住宅に入ってもつなげて、途切れ
のない医療支援をしていかなければ
いけないという考え方がありました。
　大玉村は一番大規模な仮設住宅で
したが、はじめの２年間でも誰一人
死者は出ませんでした。聖路加病院
のボランティア訪問看護チームのお
かげです。しかしそのチームがお帰
りになったあと、住民の方々も慣れ
てくるなどで見回りがあまり行き届
かなかったお正月に、死者が出てし
まいました。その後も何人か、そう
いう形で出たのが残念でならないで
す。
　いま、復興住宅に入った町民の
方々について同じ心配があります。
復興住宅に移って、条件がもっと悪
くなったと私は見ています。という
のは、見回りもそれほどしっかりで

富岡町大玉村診療所開所
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きない状態で、ましてや１戸建てな
ら玄関先や庭先から状況がうかがえ
るわけですが、３階建ての鉄筋コン
クリートの復興住宅に入ってしまう
と、消息が全然つかめない。拒否
する方もいたりして、健康状態を把
握することは無理。それで具合の悪
くなってしまった方も何人かいます。
孤独死とか自殺なども心配です。

　そういう状況をどうしていったら
いいのかが、自分のジレンマもある
のですが、帰ってきた方々で希望す
る方には往診をして、必要な処置と
見回りをしています。しかし、なか
なか全部に行き届くわけにはいきま
せん。いま往診ができるのはここだ
けですが、私一人では無理だし能率
の悪い仕事ですから人手は足りない。
見回り隊で入ってくれる方がいれば
いいのですが、なかなかそのあたり
が難しいですね。
　それと、高齢者ばかりが帰ってき
たわけで、いわば家族崩壊の状態に
なっているわけです。昔は何世代か
が同居していたので、様子が悪いと
きは誰かが連絡できるような状況が

あったのですが、高齢者だけが帰っ
てきているので、見守りしてくれる
方がいない。老夫婦で二人とも介護
を必要とか、認知症が増えて、服薬
管理もできないとか……。
　行けるところには行ってお薬を飲
ませて帰って来るのですが、やはり
私一人では足りないので、社協さん
にお願いしたり、包括支援の方にお
願いしたり、やり繰りしながら行っ
ている状況です。
　足が丈夫な方はここまで来てくれ
ますが、必ずしもそうではないです
からね。運転免許は返上したりして、
足がない。車で行けない、あるいは
薬局さんまで行けない。そういう方
がほとんどで、運転できている方は
ひとつかみぐらいしかいないんじゃ
ないでしょうか。

　私が一番困っているのは、お薬を
ここで抱えるわけにいかないので院
外処方にしているのですが、その院
外処方ができる調剤薬局がここには
ないことです。それで、いわき地区
にお願いしたり、広野薬局さんにお
願いしたりして、事前に処方箋を送

り、作って届けていただき、ここか
らお出しする格好にしてはいるので
すが、いろいろな制約があったりし
て思うようにはできないわけです。
　そういう意味で調剤薬局は必要。
もう一つは、訪問薬剤管理指導がで
きる薬剤師さんが欲しい。１軒１軒
回り、服薬管理ができているかどう
かチェックができる薬剤師さん。認
知症の方が何人かいらっしゃて、２
週間ごとに行くのですが、「薬、ど
うしたの」と聞くと「飲んでいます」
と言う。でも様子が変だなと思って
見ると、押し入れに全部蓄えている。
そういうことも現にあるからです。
　大玉で診ていた方が10人ぐらいい
るのですが、かかりつけでないとだ
めという方がいらして、やむを得ず
毎月往診をしてお薬を出しています。
　あとは地元の場合は何人か、足が
ないと思える方にはその都度往診し
ています。
　震災前にいろいろ皆さんにお世話
になったから、その恩返しを兼ねて
帰ってきた方々を少しでも診られれ
ばと思っています。あと何年続けら
れるかは、わかりません。歳も歳で

　３人の子育てを終え、仕事も引退した私たち夫婦にとっ
て、老後の楽しみの一つは旅行です。平成23年３月は、
３泊４日で静岡・山梨方面の旅行に出かけていました。
　震災発生当日は、旅行２日目で中伊豆を訪れていまし
た。その日の午後、河津桜の名所近くの川で、大きな鯉
が飛び跳ねる珍しい様子が見られました。次いでわさび
田を見学していたとき、添乗員が息を切らせ「落ち着い
て聞いてください」と大声で話し始めました。その内容は、
大地震の発生と大津波の襲来についてでした。バスに戻
り、テレビやラジオから伝えられる被害状況は信じられ
ないものでした。後で分かったことですが、鯉が飛び跳
ねたのを見た頃が地震発生時刻だったようです。

　その後、ホテルに入ったものの不安で夕食も満足に喉
を通りませんでした。いわき市に住む長女に電話をかけ
ましたがつながらず、千葉県に住む長男や九州に嫁いだ
次女を経由して、長女一家の無事を知ることができました。
　震災翌日、予定を変更しバスで福島県内を目指しまし
たが、首都圏以北は高速道路が通行止め。渋滞する一般
道を北上し、郡山駅前を経由していわき市へ向かいまし
た。長女一家と合流後、新潟県内を経て長男一家の元に
身を寄せました。長男からは千葉での生活を勧められま
したが、オートロックのマンションや緑の少ない都会で
の生活に耐えられず、長女の元を経て、現在生活してい
るアパートに入居しました。
　避難当初、もう富岡には帰れないと思いましたが、避
難区域の再編や除染が進み、帰還の可能性が現実的にな
り、故郷での生活に期待を持てるようになりました。
　現在は夫婦でゲートボールを楽しむなど、前向きな生
活を送るよう心掛けています。頻繁に一時帰宅を続けて
いますが、震災で一変した故郷の風景に、若い頃、仕事
のため子どもをおぶってバイクを走らせた日々を思い出
すことがあります。

広報とみおか　桜通信［抄］

猪狩 十時子さん　（清水）
［平成28年５月号］

もう一度故郷で生活
できる日を想いながら
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すから…。
　そんなこんなで、私は、医療、介
護、薬局をまとめた一つの施設をつ
くれば、ドクターが１人いれば兼務
できるし看護婦さんだって共有でき
る、そういう複合施設をつくるよう
にとずっとお願いしてきました。し
かし、縦割り行政の厳しさで実現し
ていません。

　帰って来た町民の方々の印象は、
自分の家に帰って来て気が休まって、
よく寝られた、眠り薬も卒業できた
という方もいらっしゃいます。一方
には、帰って来たくて帰って来たは
いいけれど、状況が違うのでがっか
りしたという方もいらっしゃる。こ
れは皆、それぞれの状況で違ってく
ると思います。一人ひとり皆、条件
が違うので、きめ細かな対応といっ
ても非常に難しいことですが、十分
な配慮が必要かと思います。
　私としては、帰った方々の健康管
理をきちんとしてあげなければいけ
ないということでやっていますが、
全部が全部うまくいっているかとい
うと、そうはいかない──というこ
とですね。」（2018年11月談）

仮設店舗「えびすこ市・場」の５年間
　仮設店舗は富岡町内の６業者が
合同で立ち上げ、平成24年４月に

「えびすこ市・場」として営業を開始。
店舗販売のほか、御用聞きや宅配な
ど住民のニーズに合った買い物支援
を展開した。
　「2011年の暮れ、町の商工会から、

大玉村に富岡の仮設住宅が建ってい
るが、お年寄りが多いなどで買い物
難民的なところがあって困っている、
そこのために商売をやらないかって。
で、私自身だけでは不安だから、何
人か仲間を募って始まったわけで
すね（2012年４月26日オープン）」と
店長を務めた渡辺吏さん。震災前は
駅前で食品店を営んでいた。仲間は、
富岡町商工会・富岡町商店街協同組
合・町の商店でつくった「富岡さく
らの郷」。店名は、毎年11月に開催
され富岡町一番の賑わいをかもして
いた「えびす講市」にちなんだ。
　「商売としては成り立つほどでは
なかったと思いますが、いろいろな
補助もありましたから、そういうの
を受けながら何とか５年間やりまし
た。いま思うと、少しは役に立った
のかなって思っていますね。」
　日曜日を除く毎日、午前８時30分
～午後６時30分まで営業。避難され
た方の交流の場として利用出来るよ
うに、テーブルや椅子も用意した。
　「試行錯誤で、仮設を一軒一軒ま
わって“今日は何ありますか？ ”とご
用聞きにまわったり、結構お年寄り
にも喜ばれたと思うんですけどね。

　それと、大玉村の人とのふれあい
の中で“ここは富岡の人しか買いに
来られないんですか？ ”みたいな感
じで買いに来る人もいたんです。そ
ういった意味では、富岡の人だけ
じゃなく地域の人たちにも、少しは
喜ばれたかな。
　それと、郡山市富田の「おだがい
さまセンター」から、水曜日はお年
寄りを集めて体操とかあるから弁当
みたいなのを作って売ってみたら？
と話があり、毎週水曜日はテントを
持って行って、野菜を売ったり総菜
を売ったり弁当を売ったり、そんな
ことをしていたんですね。

　５年間、使命っていうと大げさな
んですけど、果たせたのかなと思い
ますね。閉める時には、やっぱり皆
さんに申し訳ないという思いもあり
ました。仮設住宅から復興住宅へと
移った富岡の人たちが、50戸ぐらい
あったと思いますが、“やめちゃう
んだ…”みたいなこともありました
からね。
　でも、私もそうですけど、仲間た
ちそれぞれに、これからの自分たち
のことも考えなくちゃいけないって
いう思いがありましたからね。」

　2017年３月30日、富岡町複合商業
施設「さくらモールとみおか」がグラ
ンドオープン。隣接する川内村、楢
葉町などからの買い物客も訪れ、帰
町開始の春を呼び込んだ。
　翌日、「さくらモールとみおか」に
隣接する北東部に整備が進められて
いた富岡町災害公営住宅曲田型第一
団地、平屋建て40戸・２階建て10戸
が完成。竣工式が行われ、入居者代
表に鍵が引き渡される。

仮設店舗「えびすこ市・場」閉所

町のにぎわいを呼ぶ「さくらモールとみおか」がオープン

「
復
興
・
再
生
」へ
の
町
民
協
働
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未来へと つながれ ひろがれ 富岡町

　震災が起きてから2か月、チームメイトと再会し猪苗代町
でバドミントンの練習を再開できたものの、練習になかなか
身が入りませんでした。そんな時、コーチやスタッフ、町民
のみなさんの励ましがあったから、震災後の経験をバネに練
習に集中することができました。震災後一番印象に残ってい
る出来事は、高校3年のインターハイで史上初となる男女ア
ベック優勝したこと。富岡高校の名前を背負って戦うのも自
分たちの代が最後ということもあったので、町民のみなさん
にも喜んでもらえたかなと思います。
　2016年、ＮＴＴ東日本からトナミ運輸に移籍。バドミン
トンだけに集中して、伸び伸びと練習に取り組んでいます。
いまは東京オリンピックに出場することだけしか考えていま
せん。その後のことは選考結果が出た時に考えようと思って
います。バドミントン女子シングルスは、日本代表の枠が2
つだけで代表入りへのハードルが高いですが、あせっていて
も今やることをやらなければ結果もついてきません。悔いの
残らないようにやり尽くして、オリンピックイヤーを迎えた
いと思っています。
　東京で合宿や試合となると、富岡時代の友達がいまも会い
に来てくれます。富岡町は私にとってずっと心のよりどころ
です。町民のみなさんの応援が自分の力になっていますし、
みなさんのために自分が勝つという気持ちでいます。もっと
強くなるよう頑張りますので、みなさんの熱い声援をよろし
くお願いします。

　富岡時代の思い出は、週に1度、7キロをタイムトライア
ルで走ったり、縄飛びをしたりしたこと。朝練がとてもきつ
かったのを今もよく思い出します。あの震災も、周りのみな
さんに支えられ何とか乗り越え、感謝の気持ちを戦う力に変
えることができました。富岡一中の齋藤先生には、私生活で
もいろいろと指導していただきました。富岡高校の大堀先生
には、勝負に対する貪欲さを教わりました。試合では、相手
の予想を裏切る一瞬のひらめきが勝敗を分ける鍵となりま
す。ネット前の自由な発想など、現在のプレースタイルの源
が富岡町の6年間にあります。
　昨年、世界選手権1位、世界ランキング1位、全日本総合
選手権優勝という成績を残せたのは、富岡一中・富高時代に
しっかりとした土台を築けたからです。国内外のライバルた
ちと競う紙一重の勝負では、自分のベストパフォーマンスを
出すことが大事になってきます。目の前の試合を一つひと
つ丁寧に戦いまずは出場権を獲得して、東京オリンピックで
みなさんの期待に応えられるよう持てる力を出し切りたいと
思っています。
　富岡町は、第二の故郷でもありプレーヤーとしての出発点
でもあるかけがえのない場所です。今でも熱烈に応援してく
ださる町民のみなさんを、自分のプレーで勇気づけられるよ
う日々精進していきます。震災前の暮らしを取り戻すのには
まだ道半ばだと思いますが、早く町が復興することを祈って
います。

富岡一中・富岡高校から世界へ

富岡町の記憶を胸に戦うふたり

プレースタイルを磨いた
富岡一中・富高の6年間

富岡町での日々の積み重ね
があるから世界と戦えるバドミントン日本代表

桃田 賢斗選手
（NTT東日本）

バドミントン日本代表

大堀 彩選手
（トナミ運輸）

© Tsuyoshi Kishimoto

日本人男子初となる世界ランキング1位となった桃田賢斗選手　写真提供：NTT東日本 東京オリンピック出場へ果敢に挑む大堀彩選手　写真提供：トナミ運輸
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　震災という大変な出来事が
あって、2か月後に猪苗代町
で練習を再開してからも、満足
に電気を使えず生徒たちはバ
ドミントンに飢えていました。
本当に限られた場所と時間で
したが、その分貪欲に練習に取
り組めました。2011年8月の
大会では、逆境の中男女の団
体と個人3種目で優勝、5冠を
達成したことが“ふくしまでバ
ドミントンをやっていける”と
いう旗印になったと思います。
バドミントンのエリートと言
われ、生徒はどこかに甘えが
あったのかもしれません。猪
苗代町に来て以前と比べて練
習時間は7〜 8割になってし
まいましたが、本気でバドミン
トンに取り組むことがどんな
ことか分かったと思います。
　猪苗代町で部員たちは1年1年たくましく成長してきまし
た。2017年は団体戦で初めて「富岡一中」と「ふたば未来学
園（富岡高校）」の男女すべてで優勝して、中高で真の日本一
のチームとして名乗りを上げることができました。2018年
8月の全中の大会では、男女とも全種目を制覇し6冠を達成
しました。バドミントン部の活動が始まって13年目で初の
快挙でした。部員たちが口々に言っていたのは、「富岡一中」
として戦う最後の1年ということでした。「富岡一中」の名前
を歴史に刻みたい思いが成し遂げた結果でした。
　私が子どもたちに受け継いで欲しいと思っているのは、連
覇やタイトル数ではなくて、バドミントンに対する気持ちで
す。どんな練習をしたかより、その練習にどう取り組んだか
が大切だということ。勝負には勝ち負けがついて回りますが、
一番大事なのは場所や時間に制約があっても、その中でやれ
る練習をやったという自信と、あとは全力で挑む覚悟で大会
に臨むことだと思っています。

　震災を機に、バドミントンを
できることが当たり前でない
こと、プレーできる本当の喜
びを感じることができました。
選手たちも指導者も、競技に対
する姿勢が大きく変わりまし
た。応援してくれる人、練習環
境を整えてくれる人、生活拠点
でお世話してくれる人たちの
おかげで、コートに立てること
を実感して、それを戦う力に変
えられたと思います。
　震災後一番印象に残ってい
るのは、2011年のインターハ
イです。震災の影響で男子2名、
女子7名が抜けていまいまし
た。残った男子9名、女子6名
で5月に活動を始めましたが、
主力になるはずだった選手た
ちが郷里に戻ってしまい戦力
も大幅にダウン、インターハイに出られるか微妙な状況でし
た。それにも関わらず、男女ともに3位入賞という記録を残
しました。震災前は控えの選手たちが、全試合に出場し持て
る力を振り絞りプレーしました。この時の選手たちの頑張り
が後輩たちにしっかりと受け継がれ、翌年の女子団体初優勝、
翌々年の男子団体初優勝、3年後の男女アベック優勝の礎と
なったのだと思います。
　2017年に、富岡高校の休校と同時に教諭を辞めて、以前選
手として所属していた実業団トナミ運輸のコーチとなりまし
た。きっかけは、大きな夢に向かってひたむきに頑張る富高
の部員たちの姿でした。富岡でたくさんの生徒たちと出会い
エネルギーをもらいました。指導者としての一番の目標は、
何と言っても東京オリンピックに選手を出してあげること。
選手だけでなく、私たち指導者も成長させてくれた町とのつ
ながりに、終わりはありません。富岡町の代表というつもり
でバドミントン道を極め、みなさんにいい報告ができるよう、
さらに上を目指していきたいと思っています。

富岡一中で戦う最後の一年に
成し遂げた全中6冠制覇

先輩たちの魂を受け継ぎ達成した
インターハイ史上初
男女アベック優勝

富岡一中バドミントン部
齋藤 亘監督

元富岡高校バドミントン部監督
大堀 均さん
(トナミ運輸バドミントンチーム コーチ)

彩選手とハイタッチする大堀コーチ何度も繰り返される基本練習

選手と二人三脚で東京五輪出場を目指す練習に対する姿勢を重んじ選手を育てる
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歯噛み７年の避難から

心の札を切り直し

わたしたちはかえりはじめる

子どもたちへの約束を果たすため

56

富岡町震災の記録_19.indd   56 2019/03/16   8:50



４ 帰町開始 ── 
“心”の復興に向けた年中行事の復活

富岡町
復興・再生のあゆみ

2017（平成29）年度
４月 １日 •�午前０時�帰還困難区域を

除き避難指示を解除
•�総合福祉センター再開

•�路線バス、デマンドバス
が運行開始

５日 •�富岡郵便局の開局セレモ
ニー（６年ぶりの再開）

•�地域活性化及び住民サー
ビスの向上を目的に包括
連携協定を東邦銀行と締
結

８日 富岡町帰町開始記念式典及
び富岡町復興の集い2017
開催

16日 震災後初の町内で富岡町消
防団春季検閲式

21日 舘山荘デイサービスセン
ターもとまちが再開

23日 JAEA廃炉国際共同研究セ
ンターが開所

５月 12〜
13日

ふるさと生産組合は、４年
目の実証栽培となる田植え

17日 県産新酒22銘柄が金賞受
賞、金賞獲得数５年連続日
本一

22日 双葉地方広域市町村圏組合
は、富岡消防署新庁舎の建
設に着手し、移転先となる
富岡合同庁舎西側の現地で
安全祈願祭と起工式を実施

　４月８日、復旧工事が終わったば
かりの富岡町文化交流センター学び
の森で「富岡町帰町開始記念式典」が
行われ、富岡町町民歌「富岡わがま
ち」の歌声が響いた。式辞の中で宮
本町長は「避難することとなったあ
の時以降、すべての町民は、４月に
なるとふるさとの桜を想い、懐かし
んでまいりました。避難指示の解除
を経て、ようやく今年、我々富岡町
民の心の拠り所である桜の下で、再
会を喜び合うことができます。残念
ながら、帰還困難区域を有するわが
町としては、本当の春を迎えるまで
しばらく時間を必要といたしますが、
富岡町民としての誇りを胸に、引き
続き、町内生活環境の更なる改善

や、帰還困難区域の再生を始めとす
る“ふるさと富岡”の復興、更には心
の復興の実現に全力で取り組んでま
いります」と、ようやく本当のスター
トラインに立ったことを踏まえなが
ら、参会した町民や関係者に引き続
きの支援と協力を願った。
　時を合わせて富岡第二中学校周辺
を会場に「富岡町復興の集い 2017」
が催された。前年まで広野町で行わ
れていた“桜イベント”の、７年ぶり
震災後初めての町内開催で、盛りだ
くさんのステージイベントとまだ咲
きそろわぬ桜並木の散策を楽しんだ。
帰還困難区域に隣接する複雑な思い
も噛みしめながら…。

目に見える復興を着実に、目に見えぬ“心”の復興を丁寧に

　４月１日午前０時、帰還困難区域を除く町内の避難指示が解除となった。
解除に先立ち、３月６日から役場本庁舎での業務が再開され、富岡町の復興・
再生はようやくその本拠に立ち、スタートを切る。町民の帰町開始のため
に必須となる生活インフラのほか、健康・福祉等のサービスの再開、さら
なる充実への取り組みが加速される。
　春から始まるふるさとの季節が、ふたたび巡り始める。そのスタートを
祝う催しに和みがふくらみ、移りゆく四季に集う顔からは笑顔がこぼれる。
しかし、やっとこれからなのだとの厳しい現実に、気を引き締め、持ち場
と思い定めた仕事場に向かう。
　そして、町民のふるさとへの思いをつむいで描かれた「離れていても“ふる
さと富岡”」を実現し、なくてはならぬ子どもたちの声が弾む本当の春を取り
戻すため、町が動き出す──

平成29年度　2017.4.1-2018.3.31

JR富岡駅バスの運行
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　総合福祉センターや富岡郵便局の
再開と町の機能が動き始め、いわき
富岡間路線バス、復興拠点循環バ
ス・デマンドタクシーなどの運行も
始まり、高齢者が多い帰還町民の
“足”も確保される。新常磐交通（株）
による路線バス「急行いわき―富岡
線」（祝日を除く月～土曜日の週６日、
１日３往復運行）と町内循環バス（祝
日を除く月～土曜日運行、午前・午
後３便ずつの１日計６便、運賃は
170円均一）、楢葉タクシーによる「デ
マンドバス」（月・水・金・土曜日の
週４日運行、町民無料）で、生活交
通の充実と町民の往還の活発化が期
待された。
　４月16日、富岡町消防団春季検閲
式が震災後初めて町内で開催された

（町総合スポーツセンター多目的広
場）。町民の帰還により心配される
火災の予防など、参加した団員らは、
取り戻した現場の感覚を確かめなが
ら本格化する町内での活動への決意
を新たにする。

　全町避難後は、大玉村の応急仮設
高齢者等サポートセンター内の仮設
介護施設で業務を継続していた社
会福祉法人伸生双葉会「舘山荘デイ
サービスセンターもとまち」が、建
物・設備を修復・リニューアルして、
４月21日に再開。高齢者に不可欠な
施設の一つとして、健康・安心のサ

ポートとともに、町民のコミュニ
ティ作りの拠点となることが期待さ
れた。
・ サービス内容
　 送迎、介護予防及び日常生活支援、

入浴、趣味活動やレクリエーショ
ン、介護相談等

・営業日：毎週火曜日・金曜日
　 午前８時～午後５時（サービス提

供時間：午前９時30分～午後３時）

原発廃炉に向けた研究拠点
──産業・雇用の創出

　町民の帰町の大きな要件の一つは
働く場所の確保。そのためのシンボ
ルともするべく誘致され、役場本庁
舎向かいに建設されていた日本原子

力研究開発機構（JAEA）の廃炉国際
共同研究センター国際共同研究棟
が竣工し、開所式が行われた（４月
23日）。この施設は、国主体で行う
福島・国際研究産業都市（イノベー
ション・コースト）構想の重要拠点
となるもので、国内外の研究者を招
き、放射性廃棄物の処分に向けた研
究や燃料デブリ（溶融燃料）の分析、
遠隔操作技術の開発などに取り組む。
福島第一原発の廃炉のための中核拠
点として、国内外からの技術者など
が集うことから富岡町の新たな産業
集積を促し雇用創出につなげると同
時に、魅力ある町づくりの新たな交
流拠点となることも期待する。

　７月31日、任期満了に伴い行われ
た富岡町長選挙で現職の宮本皓一町

JAEA廃炉国際共同研究センター

富岡町帰町開始式典及び富岡町復興の集い

挨拶する宮本町長

万感の思いを胸に「富岡わがまち」を歌う町民
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長が二期目の当選を果たし、８月
７日の就任式で「町民に戻りたいと
思ってもらえる富岡を作っていきた
い」と職員を前に決意を新たにした。
　夏から秋にかけて、富岡夏まつり

（８月11日・富岡一小）、富岡町敬老
会（９月15日・富岡町総合体育館）、
ふたばワールド2017 in とみおか（９
月30日・富岡一小、一中）、とみお
か復興ロードレース大会（10月１日）
など、恒例の行事が次々に復活開催
され、訪れる町民との再開のにぎわ
いがかさねられる。

　帰町開始の判断に際して、町は帰
町検討委員会を設けて検証を行って
もらい、その提言を判断の材料とし
た。この委員会の後継組織として10
月12日、「くらし向上委員会」が新た
に設置された。これは「富岡町災害
復興計画（第二次）及び富岡町帰町
計画（まち・ひと・しごと創生総合
戦略）に基づいた復興施策の進捗状
況や町の現状を専門的見地から客観
的に評価し、これらの結果を踏まえ、
更なる生活環境の向上を図るための
取組等」を町に提言してもらうため
の組織で、関係機関や産業界等から
15人が委員に委嘱された。評価事項
は、

（１） 復興施策の進捗及び町の現況等
の客観的な評価に関すること

（２） 更なる生活環境の充実政策に関

すること
（３）その他、必要な事項に関すること

とされ、町長指名の委員長には災害
復興計画（第二次）の検討委員長を務
めた渡辺和則さんが選出された。
　引き続き行われた委員会の中で渡
辺委員長は「富岡町に足を運ぶたび
に、土地の復興が加速し、目まぐる
しく変化している状況が見受けられ
る。災害復興計画（第二次）では、復
興はもちろん、それに伴い、人の心
の復興も両輪として進めていくこと
を大きな理念とした。帰還が難しい
という声がまだ多いと思うが、障害
をどのように取り除くか、どのよう
に復興を加速させていけるか、皆さ
んと検討していきたい。帰町してい
る町民の悩みについて検討すること
はもちろん、帰還を考えている人や
帰還できない人の不安や障害も取り
除くために、色々な方策を検討した
い」と、第二次計画の理念に照らし
ての評価と更なる生活環境向上への
取り組みを期してあいさつし、委員
らの協力を求めた。

町民有志の運営による
「富岡ホテル」開業

　震災被災で不通となっていたJR
常磐線竜田−富岡間が、10月21日、
６年７か月ぶりに再開、午前６時12

富岡町
復興・再生のあゆみ

６月 ７日 県立ふたば医療センター（仮
称）の安全祈願祭と起工式を
実施

15日「共謀罪」法採決強行、可決
成立

23日 富岡川漁業協同組合による
鮎の放流

７月 30日 富岡町長選挙・富岡町議会
議員補欠選挙

31日 富岡町長選挙　宮本皓一氏
が再選

８月 第47回全国中学校バドミントン大
会で、富岡一中バドミントン部が、
男女団体アベック優勝
９日 富岡町災害公営住宅（曲田第

２団地）完成

11日 ７年ぶりに富岡夏祭り復活

９月 15日 富岡町敬老会を町内で開催
30日 ふたばワールド2017 in と

みおか開催

10月 １日 とみおか復興ロードレース
大会

５日 カズオ・イシグロ氏にノー
ベル文学賞

12日 くらし向上委員会を設置
17日 町民有志が運営する富岡ホ

テルが営業開始
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分、かつてあった場所から約100ｍ
北に再建された真新しい富岡駅の３
番線ホームに一番列車が到着した。
以北の富岡―浪江間はなお不通だが、
基幹交通の復旧は復興への格別の後
押しになるものと期待された。
　その富岡駅前から100ｍばかりの
所に、４日前にオープンしたばかり
の「富岡ホテル」が建っていた。大玉
村で仮設店舗「えびすこ市・場」を開

いていた渡辺吏さんら町民有志８人
が運営会社を設立して開業したホテ
ルだ。４階建て、シングル66室とバ
リアフリー対応のツイン３室の計69
室。レストランやバーラウンジ、小
会議室なども備えた。用地を提供し
た渡辺吏さんが社長に就いた。

　「大玉の“えびすこ市・場”を開い
て２年ぐらい過ぎたころから、一緒

に携わっていた仲間ともども、先の
ことを考えました。自分らの年齢な
らあと10年は、何かできるよなって。
そして、やるんだったら富岡で、こ
の仲間と一緒に…と思い始めました。
　それで、単純なんですけど当時浜
通り地区に泊まるところがないとい
われていたので、そういうものはど
うなのかな…富岡でもやっていける
のでは、思ったんですね。しかし利
用できそうだと目をつけた補助制度
は、もともと宿泊業をやっていたの
でないと使えないことがわかった。
それならほかの制度はないかと、商
工会の人や役場にも、随分お世話に
なりました。こういったものをやり
たいと言ったら、じゃあこういう場
所、ここだったらいいんじゃないか
──という感じになり、そこからこ
こに至るまで、実現させるまでの国、
県との交渉とかね。
　みんな、われわれの熱意はわかる、
国、県、当然町の役場も、いいこと
だから叶えてやりたい、でも法制度
が追い付いてない、と随分（笑）。途
中からある程度法制度を変えてくれ
たわけですが、その交渉に２年間ぐ

富岡ホテル開業セレモニー

　東京で理容室を創業した両親が昭和46年に故郷の富岡
町に戻り、移転開業しました。私が修行から戻りしばら
くの間は両親と３人で店に立っていましたが、父が体調
を崩してからは、美容師の妻が加わり、理・美容室とし
て営業していました。
　移転開業以来、家族ぐるみでご来店くださる方々も数
多くおりました。大地震に襲われた時は常連のお客様が
１人いましたが、停電や断水で施術の中断を余儀なくさ
れお帰りいただきました。避難後、その方から「料金の支
払いを忘れた」とご連絡を頂きましたが、もちろん料金は
受け取れないと申し上げ、不可抗力とはいえ、こちらの
方が申し訳ないとお詫びしたこともありました。このよ

うな義理堅い方もいらっしゃるなど、開店以来の約40年
間、お客様に恵まれた日々を送らせていただきました。
　避難から数か月間、私たち夫婦と母は町内の同業者と
共に避難所等をまわり、散髪ボランティアとして活動し
た時期もありました。その後、仮設住宅の連絡員や町内
パトロールに従事しました。
　町を離れてから、郡山市やいわき市などで生活拠点と
なる場所を探しましたが、どこに行っても理美容業は多
数あり、また、カットのみなど部分施術で安さを売りに
する新業態も見られるなど、避難先での開業で商売が成
り立つのかと悩んだ時期もありました。しかし、新しい
土地でも誠心誠意お客様に接すれば、必ずご愛顧いただ
けるはずと夫婦で気持ちを据え、いわき市内に物件を探
し、昨年９月に開店を迎えることができました。
　突然の避難で、長年ご愛顧いただいたお客様に十分な
ごあいさつもできないまま事業再開となり、恐縮ではあ
りますが、両親が故郷に移転開業し私たち夫婦が加わっ
て歩んできた生業の大切な証である「あけぼの」という看
板を掲げ、家業を再びスタートいたしました。お近くに
お越しの際は、どうぞお気軽にお立ち寄りください。

広報とみおか　桜通信［抄］

木下 博之さん　（夜の森駅前北）
［平成29年１月号］

新天地いわきで
「あけぼの」の看板を
再び
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らいかかりました。
　しかし、国、県、町の人たちに真
剣に言い続けたことが最終的に聞き
入れてもらえたことで、役所への見
方も変わりましたね。真剣に言って
いけば、向いてくれる人がいるんだ
と。いま思うと、これが実現できた
ことに自分たち自身が驚いている
わけですから。“ああできたんだな
あ！ ”って。
　こうした流れの中ですから皆さん、
このホテルについても、富岡の復興
のためという取り上げ方をされます
けど、結果的にはそこにつながると
は思いますが、私たちにとっては違
うんです。私たちはあくまで、今後
何年生きて、何をしていくかという
ことを真剣に考えて、これを作った。
何かまだ、できるよなという思い。
要するに、前に進むことしか考えて
いませんでした。駄目になったらど
うしようとかは、考えなかったです
ね。
　でも、これ全部が補助でできたわ
けではなく、大きな借金をしてやっ
ているわけですから、とりあえず借
金だけは返していかなくちゃならな
いと思っているところです。個人で
やるのではない、一人でやるのでは
ない経営の難しさも分かってきたと
ころです。
　ちょうど１年たったところですが、

地域の人の利用というのは避難先か
ら帰って来た時とか、富岡に用事が
あって顔見知りの人がやっているか
ら泊まりに来たとか。そう言って来
てくれる人たちに会うと、ホッとし
ます。私らホテル経営の専門ではあ
りませんでしたけれど、それぞれ商
売としてはやっていた人間ですから、
その個人商店で培ったものを生かし
ながら、アットホームな“富岡ホテ
ルらしさ”を育てていければいいな
と思っています。
　レストランは、朝夕はバイキング
形式ですが、夜だけは、ちょっとご
飯食べたいなという宿泊外の人にも、
利用してもらえるようにしていま
す。」（2018.10.23談）

「ロックウール」を富岡から
世界中に──「万象ホール
ディングス富岡工場」稼動

　赤木地区の富岡工業団地第２区画
に建設されていた震災後初の誘致企
業「万象ホールディングス富岡工場」
が、2017年11月15日に竣工、翌12月
からロックウール製品の製造を開始
した。
　2015年８月に富岡町と工場新設の
企業立地等に関する基本協定に調印
していた同社は、2017年６月、本社

万象ホールディングス富岡工場竣工

富岡町
復興・再生のあゆみ

10月 19日 都市計画審議会委員に委託
状を交付

21日 JR常磐線竜田ー富岡間再開
通

22日 富岡町消防団秋季検閲式
衆院選で自民圧勝、立憲躍
進

11月
　

４日 東北中央自動車道 福島大笹
生－米沢北間が開通

４〜
５日

震災後初となる富岡町ふれ
あい町民号を開催

11〜
12日

震災後初となる第89回富岡
えびす講市を開催

11月 15日 震災後初の誘致企業「万象
ホールディングス富岡工場」
が竣工

23日 平成29年度町政懇談会（東
京都品川区）

26日 平成29年度町政懇談会（郡
山市）

12月 １日 富岡復興メガソーラー・
SAKURA完成

３日 平成29年度町政懇談会（い
わき市）

７日 富岡町農業アクションプラ
ン事業化検討委員会の第一
回会議を行った

21日 富岡町桜まつり2018の実
行委員会を設置し、第一回
目の会議

１月 ７日 富岡町成人式を震災後初め
て町内で開催
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を東京都台東区から富岡町へ移転、
建築資材の耐火被覆材「ロックウー
ル」（建物を支える鉄骨を火災による
崩壊から守る耐火性能を持つ）生産
拠点としての新工場などの建設を進
めていた。
　2005年の株式会社まく象設立に始
まる同社グループは、ロックウール
の販売から始まり、施工・製造へと
業容を拡大してきた。「生産から販
売までの一貫体制を作りたいという
のは長年の夢でした」と語る代表取
締役の吉川孝則さんは、母親が福島
県棚倉町出身で、子どもの頃この辺
りによく遊びに来ていたという。土
地勘もあり地域の風土も理解してい
た。そして震災を機に、復興に貢献
したいという思いを募らせたことが、
富岡町進出の大きなきっかけとなっ

た。ここに地元で働ける雇用を生み
出せれば、住民の帰還に貢献できる
との思いを抱いたのだ。
　ロックウールは、人体への健康被
害で知られたアスベストの代替材と
して広く使われ、安全性が確認され
ている建築資材だ。その素晴らしさ
を誰よりも知る吉川さんは、この素
材を富岡から全国へ、そして世界へ
と届けていきたい、と夢みている。
さらにロックウールはリサイクルも
可能なほか、水耕栽培の培地として
も有望だ。その培地としての利用を
まず富岡からテストし、全国へ広め
ていければ、とも吉川さんは夢みる。

　吉川さんの富岡復興への思いは強
く、自身も富岡町内に転居している。
そして「ここに根差しているからこ

そ見えてくる問題点はあります。た
とえば、物流や買い物が便利になっ
て、もっと暮らしやすくなってほし
い」と語る。同社はすでに社宅も完
成（2018.9現在）、50世帯を越える社
員が富岡町に居住できる準備が整っ
た。それだけに、子どもから大人ま
で安心して学べて、働ける環境が
整ってほしいと。そうすれば、ここ
で普通に暮らして、働いているよと
いうことをもっと発信していける。
そんな、民間会社だからこそできる
ことがあるとの思いから、吉川さん
は「町内ソフトボール大会」を企画、
大きなトロフィーを準備してその開
催に尽力した。大会には４チームが
参加し、和気あいあいと勝利を競い
合った。「こんな日常が営まれてい
ることを、もっと知ってもらいたい、

　１年目の2016年は郡山事務所で、帰町し
た２年目は私も富岡町役場の本庁舎で仕事
をしました。この大きな節目に立ち会うこ
とで、避難指示解除で帰還した皆さんが感
じるであろう思いというか、単純ではない気
持ちを、少なからず共有できたのではないか
なと感じています。
　避難指示解除前の2016年の業務でも、前
年に町内に設けた富岡町交流サロンや町内
への一時立入りの担当だったことで、町に立
ち入る機会が多くあり、１年目から町の現状
を知ることが出来ました。
　避難指示解除により、勤務先が本庁となっ
た際に、町職員と苦労を共有したくて転居を
せずに、郡山市から通勤することを選択しま
した。郡山市のアパートから富岡町役場ま
で車で、毎日５時50分に家を出て８時前く
らいに着く、１時間半の通勤。走り慣れない
山道を毎日走って、冬場などは凍結すると
ころもあり、何度ヒヤッとしたことかしれま
せん。
　特に印象に残っている業務は、県外に避
難している町民の方たちに富岡の現在の状
況を伝えることでした。その場面で避難生
活をしている方たちと話す機会がたくさん
あり、いろいろな方からいろいろな話を聞く
ことができました。そして痛感させられた
のが、避難先でのコミュニティ形成の難しさ
ということでした。富岡町に派遣されてま
ず感じたのは、都心部などと比べたらとても
濃い、隣近所とのお付き合い。それこそ昔
でいう、雨が降って来たら隣の家の洗濯物を
取り込むような関係性が、震災前まで持た
れていたのだろうなということです。それ
が避難によって断たれ、孤立してしまい、活

発だった方が引きこもりになってしまうと
いうケースも直接に目の当たりにしました。
富岡にいればしなくてもよかったはずのそ
うした苦労をしておられること、非常に痛ま
しく感じることも少なくありませんでした。

　富岡町の役場帰町のとき、私は、避難指示
解除イコール復興ではない、と考えていまし
た。町に戻ってからが復興の始まり、ここま
では復旧、それからが大切、そう思っていま
した。そして、ゴールが見えないのがこの震
災からの復興というものかもしれないとも
思っていました。そもそも、自治体運営とい
うものにゴールなどはないのかもしれませ
ん。その都度その都度、直面する問題に立
ち向かう、町が抱える問題を解決していく、
その連続のはずだからです。
　いま富岡町は、第二次復興計画に基づく
取り組みを一途に進めているところです。
まだまだいくつもの大きな問題を抱え、それ
を解決するにはどの道が正しいのかという
選択を迫られているところでもあるでしょ
う。その大きな決断をしなければいけない
ことは、職員にとっても町民にとっても、苦
労の連続のはずです。
　でも、ここまで来ました。引き続き頑張っ
て！ ──と願っています。杉戸町長が
言っているとおり、杉戸町と富岡町とは兄弟
ですから、私も引き続き支援を継続させてい
ただきたいと思っています。いま私がいる部
署は富岡町との交流窓口もやっていますの
で、月に１度ぐらいは富岡町に足を運ぶ機会
があります。これからも引き続き、富岡町の
変わりゆくさまを身近に感じながら、バック
アップさせていただければと思っています。

米山 知宏さん

杉戸町役場
住民協働課　主幹

2016年４月１日から2018年
３月31日までの２年間、富岡
町友好都市の埼玉県杉戸町か
らの派遣職員として富岡町役
場に勤務。

富岡町の
皆さんと

共に

MESSAGE
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そして新しいふるさととなった富岡
町の復興を、支援してくれた日本全
国、世界中の人々に、感謝と共に伝
えたい」と。

　原発事故による放射能汚染という
事実は、富岡町民のみならず、浜通
りそして福島県民全体を傷つけてい
る。今この富岡の地から、環境にも
人体にも害を及ぼさないロックウー
ルの用途を日本全国に、そして世界
へと広げていく──。吉川さんのこ
の夢は、同社のみならず、地元の
人々が共に見ることができる大きな
夢となる。同社がこの地で生産と業
績を伸ばしていくこと、それはその
まま富岡町の新しいまちづくりへと
広がり、さらに浜通りの未来へとつ
ながっていく──。

富岡えびす講市、７年ぶり
に開催──晩秋の風物詩
復活に約8000人が集う

　避難後４年間を町外で過ごしてい
た小・中学生に富岡町の思い出を聞
くと、誰もが一番に「えびす講市！」
と応えた。それからさらに３年が過
ぎた11月11日〜12日、第88回で止
まっていた「えびす講市」が復活した。
「第89回富岡（新）えびす講市」と銘打
たれたが、避難がなければ95回と
なっていたはずの、95年の歴史を有
する町一番のにぎわいの祭りだ。
　震災前は毎年、富岡中央商店街通
りで開催され、２日間で約３万人の
人で賑わったこの祭りは、商売繁盛
を願う事代主（恵比寿）神社の例大祭
に合わせた秋市で、期間中は160余
の露店が立ち並んだ。またえびす餅
の振る舞いなどと共に特設ステージ
で繰り広げられる芸能文化パフォー
マンスを楽しんだ。
　そのメインステージが設けられる
買い物駐車場の隣で薬局などを営ん
でいた菊地成一さんが（新）えびす講
市の運営委員長を務めたが、会場は
本来の通りではなく、復興拠点であ
る曲田地区の通りでの開催となった。
約8000人が来場し、40余の露店、ス
テージイベントを楽しみ、懐かしい
賑わいの中で旧交を温め合った。

晩秋の青空に祝福されえびす講市が復活

富岡町
復興・再生のあゆみ

１月 ９日 町の歴史と震災の記録を後
世に伝える、アーカイブ施
設整備認識者検討部会を設
置

11日 富岡町災害公営住宅（栄町団
地）完成

14日 震災後初となる富岡町消防
団出初式を開催

15日 復興に向け必要と考えられ
る取り組みを町に提言する
「富岡町くらし向上委員会」
の委員長と副委員長が町長
に意見書を手渡す

19日 平成30年富岡町表彰式・新
年賀詞交歓会を開催

21日 帰還困難区域再生に向けた
住民説明会を開催

２月 17日 平昌冬季五輪（韓国）男子
フィギュアスケートで、羽
生選手２大会連続金メダル

19日 •�帰還困難区域の再生に向
けた「特定復興再生拠点区
域復興再生計画」を国に認
定申請

•�町立中学校三春校の生徒
は、役場本庁舎を訪れ町
長ら町職員に町のさらな
る復興に向けた提言を
行った

26日 •�杉内地区の麓山神社で社
務所の上連式が行われた

•�JR富岡駅周辺のにぎわい
づくりに向けて設置した、
富岡駅前にぎわいづくり
検討委員会の委託状交付
式を行った

３月 ９日 帰還困難区域の再生に向け
た「特定復興再生拠点区域復
興再生計画」が国より認定

11日 町内で初　平成30年富岡町
東日本大震災慰霊祭

2017（平成29）年度
「
復
興
・
再
生
」へ
の
町
民
協
働
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としてのえびす講市なのかなと。元
の商店街の人たちが、もう集まって
こないんですよね。
　ただ、去年の“えびす講市”に来た
人が話してくれた言葉が、すごく心
に残っています。“みんな、自宅を
解体してしまったり避難先で家をつ
くってしまったりで、富岡に来たく
ても、家もない用事もない。そんな
中でこのお祭りをやってもらったの
で来ました。富岡に戻ってくる用事
ができました！ ”と。
　ああ、そうか！と思いましたね。
単なる町の行政プログラムの中での
祭りということではなく、純粋に
“えびす講市”を待っていてくれる人、

　「復活、と言えるのかどうか、（新）
えびす講市は、もともとそこに住ん
でやっていた人たちが“やらなきゃ
駄目だ”ということで再開したわけ
ではなくて、祭りを取り戻そうとい
う行政イベントの一つです。
　それはそれできっかけとしてはい
いんですが、根本的に違うのが地域
住民が汗水垂らして、予算も労働力
も自分たちで出し合ってやってきた
ものが、お金もマンパワーも用意し
てもらって、段取りがあった上で
の祭りだということ。そのあたり
で、前の感覚とちょっと違うんです。
だから魂はちょっと違う、新しい、
ニューえびす講市。再開のシンボル

そういう町民の皆さんがいるんだと。
そういう人がいるなら、とにもかく
にもやるということに意味があるの
かなと思いました。
　この祭りに関わった商工会の人た
ちはすごく一生懸命やっていて、富
岡に強い愛着を持っていると思うん
ですが、これから先、商工会の会員
もどんどん変わっていくことも考え
られます。いま地域を考える原動力
になっている人たちの熱意がだんだ
ん薄れていくかもしれない。そんな
心配もありますね。現在富岡で活動
しているという人たちは、いわば富
岡を仕事にしている人たちが中心で
す。そういう人がいないと今は成り

多くの人々が待ち望んだ「秋の風物詩」

　長年自宅近くにあった畜産会社や町内の建設会社に勤
務するかたわら、農業を営んできました。会社勤めと農
業の日々はかけがえのないもので、まさに「故郷」によっ
て支えられていた生活でした。自宅がある小良ヶ浜地区
は水はけが良い台地が多く、また、震災の数年前から通
称「浜街道」の改良工事が本格化するなど生活環境の整備
も進んでいました。
　震災翌日、母と共に町を離れ、福島県内を転々とした
後、茨城県阿見町の姉一家の元に身を寄せましたが、町
の情報が入手できないため単身で県内へ。ビッグパレッ
トふくしまでは、避難所の様子や町職員の多くがマイク
ロバス内で寝泊まりしている様子に涙が出る思いでした。

当初は私も車中泊をしながら避難所間を移動する町民の
輸送を手伝いましたが、知人から原発事故の収束作業に
加わってほしいとの連絡を受け、危険を承知で駆けつけ
ました。
　小良ヶ浜地区は帰還困難区域のため、長期間自宅での
生活や農業の再開は望めません。せめて家族そろって暮
らしたいという思いで、３年前にいわき市内に家を建て
ました。現在私たち夫婦は、長男一家と２世帯住宅で生
活しています。一方、母は避難前まで元気でしたが故郷
を離れて以降老いが進み、いわき市内の施設に入所しま
した。
　私は今年度から行政区長を務め、共有財産や地区内に
ある神社の補償賠償手続きを進めています。総会など行
政区の集まりは参加者が減少し、高齢化も進んでいます。
若い世代には「高齢者の親睦」のように見えるかもしれま
せんが、今だからこそ故郷の将来について話し合う場が
必要ではないでしょうか。
　復興には長い時間がかかりますし、避難先に定着して
故郷の自宅を解体しても土地は残ります。それゆえ、行
政まかせではなく、住民自らが復興に向けた長期的ビジョ
ンを持つべきだと考えます。ぜひ将来を担う若い世代の
皆さんに参加していただきたいと思います。

広報とみおか　桜通信［抄］

佐藤 光清さん　（小良ヶ浜）
［平成29年11月号］

故郷の将来をみんな
ともっと話し合いたい
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立ちませんのでそれも大事なのです
が、その仕事と同じような感覚で町
民をひと括りにして考えられては困
ると思うんですよね。見た目は何か
できたようだけど、魂がそこに入っ
ていないみたいな怖さを感じるとい
うか…。
　その、見た目がどんどん整ってい
くのを見るのも、実は怖いんです。
それを見ると、ああ、俺だけ遅れて
いるなみたいな、そういう感覚にも
襲われてしまいますから。やりたく
ても動けない、成り立たないという
業種とか、いわゆる復興の流れから
外れたところにいる町民たちはね。

　もうすぐ８年です。多くの町民は、
今が一番辛いんじゃないでしょうか。
富岡と辛うじてつながってきたけど、
10年という暗黙の節目を前に、どう
したらいいかと迷っている人、悩ん
でいる人が、まだほとんどじゃない
でしょうか。
　世間の見方も、ほかの地域でもい
ろいろ災害が起きたりしているもの
だからそれと同じ目で見てしまうで
しょう。そうすると、例えば私の状
況をよく知っている人でさえも、私
の前で「もうそろそろ」みたいな話を
されることがある。やはり、当事者
じゃない人の想像力が及ばない状況
の中に置かれているんだなと感じて
しまう……。
　でも一方では、私ら自身も、自分
たちが原因ではないにもかかわらず、
自立というか、そろそろ決断をする
しかないかなと自分を責めるという
か、そういうところまで来てしまっ
ている。原発事故というものが足か
せになったまま、一生こんな気持ち
で生きていくのは絶対駄目だと思い
ますからね。
　辛いですよね。富岡を捨てたわけ
じゃないですから、難しいところを
みんな抱えています。だから、富岡
に戻ってどんな町になったらいいの
かなと考えると、やっぱり隣近所が
顔見知りで、困ったときには助け合
えるとか、そういう単純なところ
が出来てくればいいなと思うんで

す。工場はいっぱいできたとか立派
な建物ができたとかではなくて、も
う一回住んでいる人同士がつながっ
て“いいよな、温かい町だよな！ ” っ
ていうところ。いま一番、私たちに
とって必要なところですよね。」
 （2018.12談）

小中学校来春再開へ──
富岡町総合教育会議で表明

　帰町開始元年第１回富岡町総合教
育会議が11月１日に開かれ、「学校
再開に向けて」の検討委員会の報告
書を受けた後、宮本町長は2018年４
月に町内で小中学校を再開する方針
を表明した。改修を進めている富岡
第一中学校の校舎を活用し、小学生
と中学生が同じ校舎で学ぶほか、「コ
ミュニティの拠点になる学校」に向
け子どもたちと地域住民が集える交
流スペースを設けるなど、従来の義
務教育学校の殻を破る多世代が集い
学び合う、ある意味では先駆けとな
る学校づくりが掲げられた。
　これを受けて12月16日～17日、校
舎（一部教室）の見学会が実施された。

　年が明けて迎えた帰町開始後初め
てのお正月、「学びの森」での成人式

（１月７日）に98人が集う。７年ぶり
の消防団出初式がさくらモールとみ
おか駐車場を中心に行われ、富岡川
河川敷に消防車５台一斉放水訓練の
虹が架けられる。避難先とは異なる
初春の浜風が奏でる、昔と変わらぬ
新年のよろこびに浸るひととき。し
かしすぐに、それは小さく切り取ら
れた部分を見る限りの束の間の印象
にとどまり、全体を見、俯瞰すれば
緒に着いたばかりの復興の取り組み
やそれさえ未着手となっている区域
など、むき出しの課題の連なりがた
ちまち目に入る。町民の帰町もまだ
ごく一部にとどまる──。

　１月15日、10月に設けられ復興施
策の進捗状況や現状を確認しながら、
“くらしやすく居心地の良い富岡町”

づくりを町に提言をするべく考えを
交わし合っていた「富岡町くらし向
上委員会」からの意見書が提出され
た。「震災前からの町民と新しい住
民、町内に住民票がない方にも町に
関心を持ってもらう事が必要。ふる
さとへの関わり方や交流機会の創出
に取り組んでいただきたい」との意
見とともに、震災前からの町民と新
たに移り住んだ町民、行政、見守り
活動にあたる団体が連携を強化する
ための「総合的なネットワークの構
築」や、イノシシなど有害鳥獣の被
害防止に向けた継続的な取り組みな
どが提言された。計画の着実・丁寧
な推進を徹底するとともに、時間の
推移、現状の変化とともに、災害復
興計画（第二次）策定時にはまだそれ
ほど意識していなかったような問題
への新たな対応の必要などをまとめ
たものだった。

　帰還困難区域再生への本格的取り
組みも急がれた。町は当初、その全
域を対象として特定復興再生拠点区
域復興再生計画を立てようとしてい
た。しかし、国の法制度上困難との
復興庁の方針に阻まれ、特定復興再
生拠点区域を帰還困難区域の一部と
して先ず着手する、段階的な取り組
みとすることへの方向転換を受け入
れた。
　早期再生への本格着手が最優先と
判断したこの方針の下、住民説明会
での意見や要望も加味しながら2017
年12月に「富岡町帰還困難区域再生
構想」を策定。さらに、この構想と
第二次復興計画とを踏まえて「特定
復興再生拠点区域復興再生計画」を
まとめて、2018年２月19日に国に申
請し３月９日付で認定を得る。
　国道６号西側の夜の森・新夜ノ森
地区を中心に“特定復興再生拠点区
域”を設けたこの計画により、JR常
磐線夜ノ森駅周辺は2020年春、2023
年春には特定復興再生拠点区域全域
の避難指示解除に向けて、あきらめ
ない帰還困難区域全域の再生への取
り組みも本格化していく。

「
復
興
・
再
生
」へ
の
町
民
協
働
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未来へと つながれ ひろがれ 富岡町

　私たち自身も震災後避難しましたが、実は避難先での消
防団としての活動はすぐに始まりました。それは「町民が
どの避難先にいるか」を探す作業でした。消防団は地域密
着なので、地元の人の顔を知っていますから。まずは消
防団員がどこに何人いるかを把握し、それからバラバラに
なった町民を各地で探しました。また、震災の翌日からパ
ンやおむすびの支給が始まったので、それを団員が役場職
員と一緒になって各避難所に配る作業もしました。その後
は、当時の安藤団長が「とみおか守り隊」という組織を作り
特別に許可をもらって消防車で町内のパトロールを行い、
町の安全安心につながる活動を現在も行っています。
　2017（平成29）年４月16日、震災後初めて町内での春

季検閲を行いま
した。それまで
は広野町などで
場所をお借りし
てやっていまし
たが、やはり消
防団は地元密着
の存在、非常に

肩身の狭い思いでした。だからこそ、地元でできた時は、
団員全員がその喜びを共有できたと思います。
　さらに翌年１月17日の出初め式（さくらモールとみお
か駐車場）も、震災後初めての地元開催となりました。４
年に一度の双葉郡連合検閲も富岡町でやりました。もとも
と連合検閲は、地理的な条件もあってほぼ毎年、町内の夜
の森地区で実施するのが恒例でした。
　震災から少しずつ前に進んで、ここまで自分たちで出来
るようになったことは、非常に感慨深いものがあります。
団員は300名余でしたが、震災後は団員の住まいがバラバ
ラになってしまい、やむなく100名近くが脱退しました。
現在は何とか150 〜 160名ぐらいが協力できる状況です
が、検閲などに来れるのはそのうちの半数ぐらいです。
　団員にはいろいろ協力してもらって団の活動が成り立っ
ていますので、本当に感謝しています。県のポンプ操法大
会への出場なども、「やりたい、出場したい」という意気込
みは本当にありがたかったです。さらに麓山の火祭りをは
じめとする伝統行事への団員の参加や、警備も実施するな
ど、かつてのように地域の行事ができるようになりました。
団員数は減りましたが、このように何とか様々な団の活動
を維持できています。
　「とみおか守り隊」は18名ぐらいいます。700 〜 800
人ぐらいの町民が帰還しているので（2018年秋現在）、そ
ういう方々に声をかけたりもしています。そうすると町民
も安心してくれます。また「婦人消防隊」も同数ぐらいい
ます。女性たちが仮設住宅を回ると非常に反応が良かった
りで、そういう活動も大きいです。

　2017（平成29）年４月１日、帰還困難区域を除き避難指示が解除される。その２週間後の４月16日、富岡町消防団は震
災後初めて町内で春季検閲式を開催する（町総合スポーツセンター多目的広場）。

どんなときにも、どんなところでも！
富岡町消防団

春季検閲（2017年4月16日）

震災後初めてふるさとで
「春季検閲式」を行う

猪狩 富行さん
（富岡町消防団長／震災当時副団長）
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安藤　2014（平成26）年11月、震災後に初めて全国大会
に出場しました。私たちの団のポンプ操法には歴史と伝統
があって、この年で全国大会出場は４回目です。2010（平
成22）年に県大会準優勝、そして2012年に準優勝旗の返
還があったのですが、その時に双葉支部が大会に参加でき
ない状況を寂しく思いました。それで帰ってきて阿部君に
「操法やらないかい?」と声をかけたんです。阿部君は大会
の予選経験者でした。
阿部　団長からお話があり、私も出場への思いがあったの
で、「しっかりやらせて頂きます」と話を受けさせて頂きま
した。
安藤　町長は昔消防団にいて、ポンプ操法の経験者。平成
25年の町長就任の際、挨拶に行ったところ、開口一番に「ポ
ンプ操法はどうするんだ」と言われました。町長のお墨付
きでスタートした感じです。
阿部　各団員の避難状況から、選手はすべて役場職員で固
まりました。訓練は、郡山市にご協力をいただき、市内の
練習会場をお借りして実施することができましたが、夜間
照明等がないため、毎朝５時から開始し、早朝訓練を４月
から11月まで実施しました。
安藤　選手が一生懸命訓練している姿を、町広報の応援職
員が、動画配信や町のフェイスブックなど、インターネッ
ト上に配信してくれました。これはかなりの反響がありま

した。選手たちは「頑張れ」の声をいただいて、さらに訓練
に励みました。
阿部　あの当時、町のフェイスブックで「いいね」の数が今
までにない数字だったことを覚えています。国や県の職員
からも応援の言葉をいただき、我々もその気持ちに応えな
くてはという気持ちになりました。
安藤　「感謝を込めて一線延長」という横断幕を全国大会に
持って行きました。これまで応援やサポートをいただいた
すべての方々に対しての、感謝を込めたメッセージです。
阿部　大会本番では実力を出し切れず、入賞できませんで
した。でも、それが全国大会です。とにかく最後まで操法
をしっかりとやる、という思いで、最後まで出来たという
のは良かったです。ただこれだけ支援や応援をしてもらっ
て、結果を持ち帰れなかったのは悔しいです。やはり伝統
というものはつながなくてはいけないと思うので、この悔
しさを次のメンバーに伝えていきたいと思います。
安藤　私は結果だけでなく、過程が大事だと思っています。
選手はもちろん、周りのサポートや応援も含めてチームが
一つになったので、26年のチームはそういう意味では最
高だったと思っています。
阿部　今までは町内６分団の中の優れたチームが代表とな
り、上の大会に進んでいきました。しかしこの年は６分団
からの選抜で出場しました。「全分団が一つになる」という
ことが大きな収穫だったと思っています。
安藤　町に人が帰ってくる施策というのは行政がやってく
れる。人が生活するようになると、人と地域をつなぐ消防
団の役割はますます大きくなります。これからも「つなぐ、
支える」消防団活動を続けていきたいですね。

（2018.10.2_談）

　2014年８月24日に福島市の県消防学校で開かれた「第39回福島県消防操法大会小型ポンプ操法の部」で優勝した富岡
町消防団は、福島県代表として「第24回全国消防操法大会小型ポンプ操法の部」（2014年11月８日・東京都江東区有明の
東京臨海広域防災公園で開催）に出場。24県出場の17番目に登場して、富岡消防団伝統の技を披露した。

　地域にどんな人がいるか知っているのは、何といっても
消防団員です。その役割をこれからも果たしていきます。
そして町が将来へと発展していくように、消防団の立場で
できることを、これからもやっていきます。

（2018.9.28_談）

現場到着から放水するまでの
速さや行動を競う

M i l e s t o n e  2 0 1 4

第 24 回 全国消防操法大会 小型ポンプ操法の部に出場

安藤 治さん
（当時 富岡町消防団長）

阿部 祥久さん
（操法大会 指揮者）

出初め式での分列行進（2018年1月17日）

感謝を込めて一線延長
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